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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和２年３月１６日（金）午前９時５９分 開会 

  平成２８年１１月１５日（午後４時３４分 閉会   

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 野 口  博   副委員長 南 野 直 司   委  員 藤 浦 雅 彦 

  委  員 弘  豊   委  員 三 好 義 治   委  員 松 本 暁 彦 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市長 森 山 一 正  副市長 奥 村 良 夫 

市長公室長 山 本 和 憲  同室次長 大 橋 徹 之  同室参事 池 上  彰 

同室参事 亀 谷 政 晃  秘書課長 妹 尾 智 行  広報課長 古 賀 順 也 

政策推進課長 大 西 健 一  人事課長 浅尾耕一郎 

人権女性政策課長 由 井 秀 子 

総務部長 井 口 久 和  防災管財課長 川 西 浩 司 

建設部長 高 尾 和 宏  会計管理者兼会計室長 岩見賢一郎 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 橋 本 英 樹 

同局次長 菰 原 知 宏 

消防長 明 原  修  消防本部次長兼消防署長 橋 本 雅 昭 

消防本部参事兼総務課長 松田俊也   予防課長 納 家 浩 二 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 牛 渡 長 子 同局総括主査 香 山 叔 彦 

 

１．審査案件（審査順） 

  議案第 １号 令和２年度摂津市一般会計予算所管分 

  議案第 ９号 令和元年度摂津市一般会計補正予算（第４号）所管分 

議案第 ５号 令和２年度摂津市財産区財産特別会計予算 

議案第２１号 摂津市災害対策本部条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２９号 摂津市営住宅条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２３号 摂津市監査委員に関する条例及び摂津市水道事業及び下水道事業の 
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設置等に関する条例の一部を改正する条例制定の件所管分（第２条 

（摂津市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正） 

以外に関する部分） 

議案第２４号 摂津市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２５号 職員等の服務の宣誓に関する条例及び議会の議員その他非常勤職員 

の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２６号 摂津市会計年度任用職員の勤務条件等に関する条例の一部を改正す 

る条例制定の件 

議案第２７号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件 

  議案第２８号 摂津市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 
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（午前９時５９分 開会） 

 ただいまから総務建設常任委員会を開

会いたします。 

 本日の委員会記録署名員は南野委員を

指名いたします。 

 先日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第９号所管分の審査を行います。 

 本２件について、補足説明を求めます。 

 山本市長公室長。 

○山本市長公室長 おはようございます。 

 議案第１号、令和２年度摂津市一般会計

当初予算のうち、市長公室に係る事項につ

きまして、目を追って、その主なものにつ

いて補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 ４８ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金では、人権啓発の事

業に係る人権啓発活動委託金を計上いた

しております。 

 ５４ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入では、広報誌及びホームページへ

の広告掲載料、退職者の上下水道部での在

職期間に応じて企業会計から収入いたし

ます退職手当等上下水道事業会計負担金、

大阪府後期高齢者医療広域連合等から収

入する派遣職員に係る給与費等負担金、会

計年度任用職員等雇用保険個人掛金を計

上いたしております。 

 次に、歳出でございます。 

 ６６ページから７０ページ、款２総務費、

項１総務管理費、目１一般管理費では、秘

書業務を初めとする市長公室各課に係り

ます事務執行経費のほか、人事課が所管し

ております職員研修、労働安全衛生、職員

健康管理、職員厚生会関係などの予算を計

上いたしております。 

 ７０ページから７２ページ、目２文書広

報費では、広報誌及びホームページに係る

経費のほか、シティプロモーションの推進

に向け、市庁舎壁面を活用したデザインＱ

Ｒコード設置に要する経費などを計上い

たしております。 

 ７４ページ、目５企画費では、鳥飼まち

づくりグランドデザイン策定に向け､新た

に設置する専任組織に係る事務執行経費

のほか、第４次摂津市総合計画と摂津市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略を一本化す

る摂津市行政経営戦略の策定に係る委託

料などを新たに計上いたしております。 

 ７８ページ、目１１女性政策費では、第

４期摂津市男女共同参画推進計画策定に

向けた市民意識調査に係る委託料などを

計上いたしております。 

 同じく７８ページから８０ページ、目１

２男女共同参画センター費では、男女共同

参画センターの講座開催及び相談業務な

ど事業運営に要する経費を計上いたして

おります。 

 ８４ページから８６ページ、目１７諸費

におきましては、人権啓発推進事業や平和

施策推進事業の経費などを計上いたして

おります。 

 次に、人件費に係る内容をご説明いたし

ます。２０２ページからの給与費明細をご

参照ください。 

 令和２年度当初予算の給与費は、特別職

に係る予算として４億７０８万６，０００

円、一般職に係る予算といたしまして６１

億１，８７１万１，０００円、総額６５億

２，５７９万７，０００円を計上いたして

おります。前年度当初予算と比較いたしま

すと、１３億５，７０８万５，０００円の

増額となっております。これらの給与費の

内訳は、それぞれの予算科目において計上

いたしております。報酬が１１億１，６８

２万１，０００円、給料が２２億５，２５
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２万２，０００円、職員手当が２１億７３

１万円、共済費が１０億４，９１４万４，

０００円となっております。 

 次に、一般職の給与費の主な増減につい

てご説明いたします。 

 給与費全体では、１３億４，５６０万６，

０００円の増額となっております。これは

令和２年度からの会計年度任用職員制度

の開始に伴い、その報酬や期末手当等を給

与費として計上することになったことが

主な要因でございます。 

 次に、会計年度任用職員以外の職員の給

与費の内訳につきましては、給料で１，５

２２万５，０００円の増額、職員手当で５，

３８６万２，０００円の減額、共済費で１，

８７４万２，０００円の増額でございます。

給料は、給与改定により４８６万円の増額、

職員手当は退職予定者数が前年度に比べ

減少することに伴い、退職手当が６，３３

７万１，０００円の減額、給与改定及び勤

勉手当の支給月数の引き上げがそれぞれ

の主な要因でございます。 

 なお、会計年度任用職員の給与費の内訳

につきましては、報酬、給料、職員手当、

共済費で、合計１３億６，５５０万１，０

００円を計上いたしております。 

 続きまして、議案第９号、令和元年度摂

津市一般会計補正予算（第４号）のうち、

市長公室に係る事項につきまして、目を追

って、主な内容につきまして補足説明をさ

せていただきます。 

 歳入についてでございますが、２０ペー

ジ、款１８寄附金、項１寄附金、目１寄附

金では、人権女性政策課に係る指定寄附金

を増額いたしております。 

 次に、歳出でございます。 

 ２４ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目１一般管理費では、賃金、旅費など

経常経費について決算見込みによる減額

をいたしております。 

 ２８ページ、目１２男女共同参画センタ

ー費では、賃金、報償費、目１７諸費では、

委託料などについて、それぞれ決算見込み

による減額をいたしております。 

 次に、人件費に係ります内容につきまし

て、５４ページからの給与費明細をご参照

ください。 

 特別職の給与費につきましては、報酬で

６４８万９，０００円の減額となっており、

その他の特別職に係る決算見込みによる

減額でございます。 

 次に、一般職の給与費につきましては、

職員手当で９２２万６，０００円の増額と

なっております。これは、時間外勤務手当

が１，１５２万８，０００円の減額となっ

たものの定年退職者以外の退職者が生じ

たことに伴い、退職手当が２，１６８万４，

０００円の増額となったことが主な要因

でございます。 

 以上、議案第１号、令和２年度摂津市一

般会計予算及び議案第９号、令和元年度摂

津市一般会計補正予算（第４号）の補足説

明とさせていただきます。 

○野口博委員長 続きまして、橋本総合行

政委員会事務局長。 

○橋本選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局長 おは

ようございます。 

 それでは、議案第１号、令和２年度摂津

市一般会計当初予算のうち、公平委員会・

固定資産評価審査委員会・選挙管理委員会

及び監査委員事務局に係ります項目につ

きまして、目を追って、補足説明をさせて

いただきます。 

 予算書の歳出、７６ページ、款２総務費、

項１総務管理費、目７公平委員会費及び目
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８固定資産評価審査委員会費につきまし

ては、委員報酬など事業実施に係る経費で

ございます。 

 ９２ページ、項４選挙費、目１選挙管理

委員会費につきましては、委員報酬など事

業実施に係る経費でございます。 

 ９４ページ、目２市長及び市議会議員補

欠選挙費につきましては、令和２年１０月

１１日に任期満了となります市長選挙及

び現在、市議会議員が１名欠員となってお

りますことから、この市長選挙に合わせて

実施いたします市議会議員の補欠選挙に

係る執行経費でございます。 

 ９８ページ、項６監査委員費、目１監査

委員費につきましては、委員報酬など事業

実施に係る経費でございます。 

 以上、議案第１号の補足説明とさせてい

ただきます。 

 続きまして、議案第９号、令和元年度摂

津市一般会計補正予算（第４号）のうち、

選挙管理委員会事務局に係ります項目に

つきまして、目を追って、補足説明をさせ

ていただきます。 

 今回の補正は、昨年執行の大阪府知事・

府議会議員選挙及び参議院議員通常選挙

に係る執行経費の確定により、歳出の不用

額の補正とともに、歳入、国・府委託金を

補正するものでございます。 

 まず歳入でございますが、１６ページ、

款１５国庫支出金、項３委託金、目１総務

費委託金につきましては、令和元年７月２

１日執行の参議院議員通常選挙に係る執

行経費の確定に伴い、選挙費委託金を減額

するものでございます。 

 １８ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金につきましては、平

成３１年４月７日執行の大阪府知事選挙

及び大阪府議会議員選挙に係る執行経費

の確定に伴い、選挙費委託金を減額するも

のでございます。 

 次に、歳出でございますが、３０ページ、

款２総務費、項４選挙費、目２参議院議員

通常選挙費次の目３府議会議員選挙費及

び３２ページ、目４府知事選挙費につきま

しては、それぞれの選挙に係る執行経費の

不用額を減額するものでございます。 

 以上、議案第９号の補足説明とさせてい

ただきます。 

○野口博委員長 続きまして、岩見会計管

理者。 

○岩見会計管理者 おはようございます。 

 続きまして、会計室所管分でございます。 

 まず、議案第１号、令和２年度摂津市一

般会計当初予算の主なものについて、補足

説明をさせていただきます。 

 まず歳入でございますが、当初予算書５

２ページをごらんください。 

 款２０諸収入、項２市預金利子、目１市

預金利子は、歳計現金などに係る預金利子

でございます。低金利の状況が長引いてい

ることから前年度に比べ５，０００円を減

額いたしております。 

 次に、５８ページ、款２０諸収入、項４

雑入、目２雑入のうち、会計室所管分での

上下水道事業会計からの収入は、指定金融

機関に対します派出窓口業務事務手数料

として、その経費の一部を実費負担するに

当たり、市会計と水道及び下水道事業会計

とで負担額を３等分し、その上下水道分の

合計１，１００万円及び口座振替の取扱手

数料２万４，０００円を歳入として財源に

充てるものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。６８ペ

ージをごらんください。 

 款２総務費、項１総務管理費、目１一般

管理費の主なものといたしまして、節１０
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需用費のうち消耗品費及び印刷製本費は、

庁内に配付しております事務用品の購入

及び文書発送時に使用いたしております

本市の各種封筒などの印刷に係る経費で

ございます。 

 続きまして、７２ページ、目３会計管理

費の主なものといたしまして、節１０需用

費のうち消耗品は、会計室にて使用する事

務用品などの購入代、また印刷製本費は、

主に決算書の印刷に係る経費でございま

す。 

 次に、節１１役務費のうち、手数料につ

きましては、指定金融機関及び収納代理金

融機関の公金取り扱いに対します各種事

務手数料の一部を負担するもので、口座振

替手数料及び歳入でも少し触れましたが、

指定金融機関に対します派出窓口業務事

務手数料が主なもので、前年度に比べ５９

３万１，０００円の増額となってございま

す。この増額の主な要因につきましては、

公金の取り扱いに係る金融機関の各種手

数料につきましては、過去においては無償

もしくは通常の取り扱いに比べ、低価格で

業務をしていただいておりましたが、ご承

知のとおり、金融環境の厳しさが長引く中、

金融機関によっては、本業収益が赤字に転

じるところもございまして、公金の取扱事

務に対する負担が年々非常に厳しい状況

になってきてございます。本市といたしま

しても、昨年から指定金融機関に対し、派

出事務経費の一部を実費負担をすること

もやむなしとの結論に至り、公金収納及び

支払いの仕組みを安定的に維持するため、

近隣各市の状況も見据えながら派出業務

事務手数料として今年度は、税込み１，６

５０万円を計上いたしたものでございま

す。 

 次に、節１３使用料及び賃借料のうち、

回線等利用料６７万１，０００円は上下水

道部を除く庁内全課にわたります光熱水

費や電話代などの通信運搬費について口

座振替を行う公共料金事前通知サービス

の回線利用料を計上いたしてございます。 

 続きまして、議案第９号、令和元年度摂

津市一般会計補正予算（第４号）のうち、

会計室に係る事項につきまして、補足説明

をさせていただきます。補正予算書２６ペ

ージでございます。 

 歳出、款２総務費、項１総務管理費、目

３会計管理費の補正につきましては、いず

れも決算見込みによる減額といたしてお

ります。 

 以上、簡単ではございますが、議案第１

号、令和２年度摂津市一般会計予算及び議

案第９号、令和元年度摂津市一般会計補正

予算（第４号）の会計室所管分の補足説明

とさせていただきます。 

○野口博委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 おはようございます。 

 それでは、早速でございますけれども、

質問をさせていただきます。質問につきま

しては、各課ごとで分けております。 

 まず１点目、主要事業一覧、１ページ目

のシティプロモーション推進事業、ＱＲコ

ードについてですけれども、まずシティプ

ロモーションについては、これまで議会で

数多く議論をされてきました。ただシティ

プロモーションという言葉は飛びかって

いるものの、その定義、認識は必ずしも同

じではなく、それぞれの思いの中ばらばら

であったかと感じております。しかしシテ

ィプロモーション戦略策定により、戦略と

いう形で文章化され、全員が同じ認識を共

有できるということを可能にしたという
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ことは、まさにすばらしいことと改めて戦

略策定を評価いたします。その戦略策定の

一環としてＱＲコードの取り組みは、代表

質問の中でも取り上げられていましたが、

この斬新なアイデアの発想の経緯につい

てはどのようなものか、お聞かせください。 

 続きまして２番目、同じく主要事業一覧

１ページ目の鳥飼の地域支援を活用した

ＰＲイベントについて。これも代表質問で

多々取り上げられておりましたので、改め

て銘木団地のＰＲイベントということで

すけれども、この中身、取り組み内容につ

いてお聞かせください。 

 続きまして、３番目、同じく主要事業の

１７ページ、人事管理事業。採用広告につ

いては、毎年その成果と評価を踏まえ進化

していると認識をしています。令和２年度

のデジタルサイネージについては、代表質

問の中で取り上げられておりました。そこ

でこれを活用しようとする取り組みの経

緯についてお聞かせください。 

 続きまして、４番目、予算概要１０ペー

ジ目の職種別、そして組織課題別能力開発

事業、それぞれ予算が昨年度よりややふえ

ております。これら能力開発事業について

どのようなものか、改めてお聞かせくださ

い。 

 続きまして、５番目、こちら主要事業１

ページ目、鳥飼まちづくりグランドデザイ

ン策定事業について。こちらも鳥飼まちづ

くりグランドデザインについて代表質問

で多々取り上げられておりました。目的等

は把握をいたしました。そこで令和２年度、

取り組みについて具体的な業務要領とは

どのようなものか、お聞かせください。 

 続きまして、同じく主要事業１７ページ、

ＦＭ推進事業というところで、会派としま

して、この公共施設等総合管理計画におけ

る市民の合意形成等の必要性を訴えてい

る中で、ＦＭ担当、建築営繕、市有財産の

管理体制の強化、一本化を要望していたこ

ともあり、このように資産活用課を設置さ

れたということは評価をするものです。こ

の体制の下、このＦＭ計画の完成について

は、いつまでにされるのか。そして令和２

年度の取り組みについてどのように進め

ていくのか、お聞かせください。 

 続きまして、７番目、予算概要２４ペー

ジの女性人材育成事業、これ毎年頑張って

いるものと認識しておりますけれども、こ

の事業の概要についてお聞かせください。 

 続きまして、８番目、予算概要２４ペー

ジの女性問題相談事業、この事業について

代表質問では、デートＤＶの話が出ており

ました。そこで女性虐待、児童虐待の防止

をするための取り組みについて、令和２年

度はどのようなことをされるのか、お聞か

せください。 

 続きまして、９番目、予算概要の３６ペ

ージ、こちら鳥飼書庫外壁ネット設置委託

料とありますけれども、この委託料の内容

についてどのようなものかお聞かせくだ

さい。 

 最後、１０番目、同じく予算概要３６ペ

ージの市長及び市議会議員補欠選挙事業

につきまして、令和２年度は、この事業が

あると。昨年一般質問では、投票所の投票

環境の向上など要望させていただきまし

た。それを踏まえ、千里丘小学校の投票所

での経路の雨水対策や新しく別府コミュ

ニティセンターができ、かつ投票区の全て

の自治会が要望を出している別府の投票

所の味生体育館から別府コミュニティセ

ンターへの移転について検討状況につい

てどのようなものかお聞かせください。 

 以上です。 
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○野口博委員長 亀谷市長公室参事。 

○亀谷市長公室参事 松本委員の一番初

めの市庁舎壁面へのＱＲコードの設置に

なったいきさつについてのご質問に答弁

させていただきます。 

 今年度若手職員を対象に、どこの自治体

も実施していないような新たな発想をも

ってまちづくりに取り組みましょうとい

う、職員を育成する研修を５月、６月、７

月、８月と実施をしてまいりました。その

研修を通じて出された提案の中で市役所

などの窓ガラスに大きなシンボル的なイ

メージでアートの要素を加えた飛散防止

フィルムを貼ることで災害対策にもつな

がり、本市のイメージアップにつながると

いった提案を受けました。コスト面などす

ぐには実現が難しいことから内容を見直

し、市役所庁舎をできるだけ生かした形で

摂津市の認知度を向上させるようなイン

パクトのあることができないかというこ

とを検討してまいりました。また、シティ

プロモーション戦略策定に当たりまして、

庁内のワーキング会議においてもＱＲコ

ードを活用してはいかがでしょうかとい

う意見もあったことから、これらもヒント

にしながらできる限りコストを抑えた形

でインパクトのある巨大ＱＲコードを市

庁舎の壁面に設置するという運びとなり

ました。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら二つ目

の鳥飼地域のＰＲイベントの概要につい

てご答弁申し上げます。 

 鳥飼地域のＰＲイベントの概要でござ

いますけれども、鳥飼地域の魅力ある資源

の一つであります大阪銘木団地と共同イ

ベントを考えています。また、具体的な内

容につきましては、これからまだまだ詰め

ていくことになりますけれども、現在のと

ころ、鳥飼銘木団地でも年２回一般向けに

せり市などを行っておられまして、そうい

ったせり市でも安く、販売されているよう

な一枚板の見学会ですとか、また市内外の

方々が参加できるような廃材を利用した

木工教室ですとか、あとは最近人気があり

ますＤＩＹ工房体験といったことなどを

実施できればというふうに今のところ考

えております。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、３番目、

４番目のご質問に答弁をさせていただき

ます。 

 まずデジタルサイネージの導入の経緯

のお問いでございますけれども、ご質問に

ございましたとおり、本市では平成２７年

から鉄道の車内広告による採用試験実施

のＰＲを行ってきた経過がございます。い

ずれも受験者の２割から３割の方が広告

で採用試験の実施を知ったというふうな

アンケート結果もございまして、今までの

形でも一定の効果があったというふうに

は考えております。ただ一方で、これ以上

の上積みといいますか、これ以上応募者が

ふえるということはここ数年の取り組み

の中では見込みが少なくなっているので

はないかというふうなことが１点考えた

こと、それから今回デジタルサイネージと

いうことで、紙の印刷広告ではなくて、デ

ジタル画面での展開ということになりま

す。動画の活用であったり、静止画を展開

させる、さまざまなＰＲ方法が考えられる

中で、新たな手法によって、新たな層への

アプローチもできるのではないかという

ことを考えまして予算計上させていただ

いたというところでございます。 
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 それから人材育成の関係でございまし

て、職種別能力開発事業と組織課題別能力

開発事業の増額の件でございますけれど

も、まず職種別のほうにつきましては、各

職場において求められる専門的な能力の

育成を目的に主に派遣研修ということで

行ってございます。来年度におきましては、

人権、防災、建築等各分野で、それぞれの

職場ごとの課題への対応、あるいは職員体

制等、考慮すべき内容をしっかりと精査、

査定をした上でこのあたりを増額という

ことで予算計上をいたしてございます。 

 また組織課題別の研修におきましては、

提案型ステップアップ研修ということで、

職員がみずから研修を申し出るというか、

そういうような研修を実施しているわけ

なんですが、今年度におきましては、受講

を申し出る職員がふえたり、あるいは相談

にくる職員というのが少しふえたりとい

うことで、そういう事情がございまして、

このあたりもできる限り前向きに能力開

発を行おうとする職員の意欲に応えられ

るよう、増額の予算計上ということで、お

よそこれは２０万円程度の増額で予算計

上を行っているものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大橋次長。 

○大橋市長公室次長 そうしましたら鳥

飼まちづくりのグランドデザインについ

て、私のほうから答弁をさせていただきま

す。 

 令和２年度の業務内容ということでご

ざいますけれども、これから組織を立ち上

げてということになりますので、現時点で

の考え方ということで答弁させていただ

きたいと思います。 

 ベースになるのは、昨年度実施をさせて

いただきました年齢別、地区別の人口推計

になるかと思います。本調査については、

地元の市民の方々に余りご理解というか、

情報としてしっかり提供させていただい

ていない部分もございますので、まずは人

口の将来推計の結果について、地元の方に

しっかりご認識をいただきたいと思って

おります。その上で、チームとしては、人

口推計以外の部分で地元の直面している

課題であったり、どういったことが足りて

いないのかというところをチームとして

しっかり認識するということが大事だな

と思っています。その上で、その課題をし

っかり認識整理した上で、地区に必要な機

能であったり、施策というものを洗い出し

て、全国的な事例等も調査しながらその点

の部分を面として落とし込んでいく作業

をできれば年度中に行いたいなというふ

うには思っております。ただ、一応債務負

担行為ということで、２か年事業というこ

とで予算計上させていただいております

ので、この２年度でどこまでいけるかとい

うところはあるんですけれども、できれば

面の整理のところまで、できたら素案のと

ころぐらいまではいけると非常にその後

の作業がスムーズなのかなと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 池上市長公室参事。 

○池上市長公室参事 それでは、ＦＭに関

してのご質問にお答えさせていただきま

す。 

 まず、計画の完成ということでございま

すが、総合管理計画改訂版の作成につきま

しては、この３月中には本編等を案として

まとめるよう現在鋭意取り組んでいる最

中でございます。構成について簡単に申し

上げておきますと、構成としましては、序

論として計画概要や公共施設の現状、人口
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や財政の現況と見通し、本編で基本方針や

実施施策をあらわしまして、個別施設計画

編で用途ごとに課題や方針、施設の再編検

討時期などをまとめ、最後の資料編として

計画策定の基礎資料やＦＭを進めていく

上で、必要なマニュアルやガイドライン等

を示すものと考えております。 

 ４月以降、個別施設計画における再編の

検討時期などを関係各課と協議調整をし

まして、その後パブリックコメントを行い、

パブコメでいただいたご意見等を踏まえ

た上で、９月ごろというか、秋ごろまでに

は策定したいと考えております。 

 次に、令和２年度の取り組みでございま

すが、新たに資産活用課としてスタートす

ることになりますけれども、ＦＭ推進担当

としましては、まず改訂版の完成を目指し

て取り組むとともに、施設点検研修を初め、

ＦＭ人材育成の観点から研修の実施、施設

点検に基づく修繕優先度判定の実施、公共

施設に係るデータの集約、更新、また総合

管理計画の進行管理などを引き続き行っ

てまいりたいと考えております。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 人権女性政策

課に係ります質問番号７番、女性の人材育

成事業について、お答えさせていただきま

す。 

 人権女性政策課では、女性人材育成事業

としてウィズせっつカレッジを開催して

おります。その目的としましては、男女共

同参画の視点を持ち活躍できる人材を育

成することを目的として実施しておりま

す。職場や地域などあらゆる分野に女性の

意見を反映させ、男女が共同して社会形成

にかかわっていく、そういうことは、女性

人材につながると考えております。摂津市

では、女性の社会進出、男女共同参画社会

の実現に向け、女性が積極的に政策の立案

及び決定の場に参画できるよう市の審議

会等の女性委員の登用率の向上に取り組

んでおります。その取り組みの一つとして

女性人材登録制度がございます。この制度

は、各分野で活躍する女性の情報を人権女

性政策課が管理する名簿に登録し、その情

報を各課に提供することで、市の審議会等

の委員への女性の登用を促進する制度で

す。 

 続きまして、８番の女性問題相談事業に

ついてお答えいたします。 

 人としての尊厳を傷つける暴力及び虐

待は、少子高齢化の進行及び社会経済状況

の変化により、ＤＶ、児童虐待、高齢者虐

待、障害者虐待といったさまざまな形態で

生じており、家庭内の問題として潜在化す

る傾向にあります。このような状況を踏ま

え、配偶者のみならず、家庭内全体の複合

化、複雑化する暴力事案の早期発見と被害

者の支援を図るために、摂津市虐待防止ネ

ットワーク会議を人権女性政策課では設

置しております。 

 さらに令和２年度から市役所でのネッ

トワークを構築するために、庁内５課での

協議を現在進めておるところです。今後も

引き続き部局横断的に事業を展開してま

いりたいと思っております。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、選挙管理委員会事務局に係ります、

第９番目、第１０番目の質問にお答えさせ

ていただきます。 

 まず鳥飼書庫外壁ネット設置委託料に

ついてでございますが、鳥飼書庫につきま

しては、つくし園と同一の敷地内に設置さ
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れており、元々鳥飼送水所の監視室であっ

たものを現在選挙管理委員会事務局が選

挙時の投票所で使用する備品等の保管場

所として使用しているところでございま

す。この鳥飼書庫は摂津市公共施設等総合

管理計画の対象施設に位置づけられたこ

とから、施設点検の結果、築５０年以上経

過しておりまして、外壁に多数のひびが見

られ非常に外壁の劣化が進んでいるとの

評価を受けたところでございます。この評

価結果を受け、鳥飼書庫の周囲には、同一

敷地内のつくし園の管理者とも協議した

上で、トラロープを張りめぐらせまして、

バリケードを設置し、人が容易に近づけな

いよう既に必要な安全対策を講じており

ます。しかしながら選挙の備品等を保管で

きる代替施設が確保できるまでは、当面鳥

飼書庫を継続して使用することとなりま

すので、外壁ネットを設置することで、よ

り一層の安全対策を講じるものでござい

ます。 

 次に、１０番目の質問でございますが、

まず投票所の環境の整備というところで、

第一投票区の投票所でございます千里丘

小学校の体育館は、委員からもご紹介のと

おり、雨天時にグラウンドがぬかるみ、こ

れまでその都度コンパネによる対策を講

じ、投票所までの歩行にご不便をおかけし

ている部分がございました。今回の市長

選・市議補選においても、選挙業務委託料

の中で雨天時の投票環境の向上策を予算

計上しているところでございます。従前の

コンパネの設置ですと、コンパネの接合部

分の関係で、歩行がし難い面がございまし

たので、今回は車両用のゴムマットを敷き、

校門から投票所までの移動性の向上を図

ってまいりたいと思っております。併せて

ほかの投票所におきましても、スロープ対

応等バリアフリー化を進めまして、環境整

備に努めてまいります。 

 次に、別府コミュニティセンターの件で

すが、別府１丁目から３丁目が投票区域と

なります第１３投票区内におきまして、別

府コミュニティセンターが整備されまし

たことによりまして、当該投票区の自治会

長連名で現在の投票所である味生体育館

から別府コミュニティセンターへ変更を

希望する要望書が令和元年度１０月末に

選挙管理委員会へ提出されたところでご

ざいます。この要望書の提出を受け、定例

の選挙管理委員会に事務局から内容を報

告し、別府コミュニティセンターを投票所

として使用可能であるか調査をし、実際に

事務局で現場確認を行い、バリアフリー化

の状況、施設の利用状況、人の動線等を確

認しております。今後この調査結果を踏ま

え、選挙管理委員会に再度お諮りし、次の

選挙であります市長選、市議補選に係る管

理執行上の当該投票区の投票所を決定し

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それじゃ、２回目の質問

をさせていただきます。 

 まずＱＲコードについてですけれども

経緯について、ワーキング会議等を経て職

員のアイデアをもとに具現化したものと

理解をいたしました。 

 このシティプロモーションには、魅力的

な政策というものはやっぱり必要であり、

そのためには、政策形成過程からその視点

を盛り込むことが重要であると認識して

おります。そういった中で人材育成をしっ

かりされていると、今年度の取り組みにつ

いて改めて評価するところですけれども、

令和２年度は、シティプロモーション戦略
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が策定して、その戦略に基づいてどう事業

を進めていくのか、お聞かせください。 

 続きまして、２番目、ＰＲイベントにつ

いてというところで、最近はやりのＤＩＹ

工房など参加型の取り組みというのをち

ょっと意識されているということで理解

をいたしました。これは単純なＰＲイベン

トではないかと思います。というのは、シ

ティプロモーション戦略とどう関連づけ

ているのか、そちらをお聞かせください。 

 続きまして、３番目、デジタルサイネー

ジの件ということで、今までの取り組みと

いうのが一定以上限界が見えたというと

ころ、それを踏まえ新たなアプローチを試

みるというところについては、おもしろい

なと思っております。実際、これを行うこ

とで効果をどのように期待されているの

か、お考えをお聞かせください。 

 続きまして、４番目、各種能力開発事業

について。内容については、これまで能力

開発については少数精鋭体制を構築する

ために議論を重ねているところでござい

ます。職員の意見を意欲をしっかりと反映

する、そして職員の資質向上に取り組むと

いうところは非常に意義のあるものと考

えておりますけれども、改めて令和２年度

の工夫についてどのように考えているの

か、お聞かせください。 

 続きまして、５番目、鳥飼まちづくりグ

ランドデザインについての令和２年度の

具体的な業務要領等についてですけれど

も、素案を作成していくと。できれば年度

内、可能であればスムーズにしていきたい

というお話でございました。やはり鳥飼の

課題というのは、やはり現在進行形という

ことでございます。なのでやはりこれをい

かに円滑に、スムーズに、そしてできるだ

け早期に進めていくということは非常に

重要なことであると認識をしております

ので、ぜひしっかりと進めていただければ

と思います。こちらについては要望とさせ

ていただきます。プロジェクトチーム、期

待をしております。 

 続きまして、ＦＭ推進事業というところ

で、ＦＭ計画の完成のおおむねの時期、そ

してまたその取り組み、令和２年度の取り

組みについてはおおむね理解をいたしま

した。このＦＭ計画というのは、当然なが

ら先ほどの鳥飼のグランドデザインにも

大きく影響するかと思います。そこでＦＭ

としてどう鳥飼グランドデザインにかか

わっていくのか、お聞かせください。 

 続きまして、７番目、女性人材育成事業、

こちらについては、女性の社会進出を支え

るのに当たり、人材育成の取り組み、そし

て活躍の場の提供が重要になってまいり

ます。先ほどの女性登録制度もその一環か

と思います。そこで令和２年度における女

性人材育成事業の取り組み、新しい取り組

み等があれば、それについてお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、８番目、女性問題相談事業

についてですけれども、摂津市虐待防止ネ

ットワークを構築するなど、孤立家庭を防

いでしっかりと取り組んでいくというこ

とを理解をいたしました。ぜひしっかりと

実施をしていただければと思います。それ

を行うに当たって、現在の状況、背景とい

うものをどう捉えているのか、お聞かせく

ださい。 

 続きまして、９番目、鳥飼書庫外壁ネッ

ト設置委託料ということで、築５０年以上

で外壁劣化という状況であるというとこ

ろは理解いたしました。これを維持をする

ということですけれども、この鳥飼書庫そ

のものについて今後どのように考えてい
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るのか。またこれが外壁劣化というところ

で中にあるんですけれども、地震が起きて

も大丈夫なのか、その点ちょっとお聞かせ

ください。 

 続きまして、１０番目、投票所の環境向

上の件ですけれども、現状については理解

をいたしました。千里丘小学校では、コン

パネのゴムマット設置での環境整備、また

別府のほうでも地域の要望が、昨年の１０

月に要望として上がっているというとこ

ろで、そこはしっかりと具体化して次の市

長選及び市議補選に間に合わせるように

していただければと思います。これは要望

で終わります。 

 以上です。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら松本委

員の２回目の質問にお答えいたします。 

 まず、来年度のシティプロモーションの

展開についてでございますけれども、現在

策定中でございますシティプロモーショ

ン戦略の中で、推進方法といたしまして、

魅力あるホームページの作成ですとか、ま

たＳＮＳを活用した情報発信、魅力あるＰ

Ｒ媒体の作成、市民や企業などとコラボし

た魅力発信、魅力づくり等々、魅力発信、

魅力づくりに関する方策を示しておりま

す。令和２年度につきましては、シティプ

ロモーション専用サイトの構築ですとか、

また駅構内にあるデジタルサイネージを

活用した職員募集の際にも、シティプロモ

ーションの観点も取り入れてまいりたい

と考えております。また人材育成の観点に

つきましては、先ほど亀谷参事のほうから

もありましたように、若手職員を対象とい

たしました研修を通じて、令和２年度に予

算化された事業もございます。こういった

ことも来年度につきましても、職員の意識

改革が図れるような研修会を通じまして、

各職員がシティプロモーションの観点を

もって既存事業が磨き上げられるように、

また新たな発想をもって新規事業が構築

できるように広報課といたしましても、ア

シストしてまいりたいと考えております。 

 続きまして、鳥飼イベントとシティプロ

モーション戦略との関連性でございます

けれども、シティプロモーション戦略の基

本方針の中で、他市にない本市の特徴をい

かにＰＲするというところで、今回健康・

医療、産業、水辺風景、公園、利便性、暮

らしやすさといった４本柱を掲げており

ます。これらを中心に、今後シティプロモ

ーションを展開していきたいと考えてお

ります。今回の銘木団地のイベントにつき

ましては、この柱の一つでございます産業

に該当してくるものかと考えております。

また、戦略の中で、市民や企業とのコラボ、

魅力づくりということも位置づけいたし

ておりますので、こういった企業とのコラ

ボによる魅力づくりにも該当してくるも

のと考えております。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、３番目、４番

目のご質問の２回目のご質問に答弁をさ

せていただきます。 

 まずデジタルサイネージの効果のお問

いでございましたけれども、これはあくま

で理論値ということになるんですが、車内

広告と比較をいたしますと、１日当たり９

万人程度の増加ということで、これは広告

を目にする人数ということになるんです

けれども、目にする方はふえるというふう

には考えております。内容なんですけれど

も、おおむね６分間当たり３０秒程度の時

間をデジタル広告でできると、そういう内

容でございまして、多数の歩行者が行き交
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う駅のコンコース等の柱、およそ５０本に

設置されました１００面を超えるモニタ

ーに表示が可能ということになっており

ます。通路区間ごとに一斉に表示をすると

いうような内容になりますので、歩行者の

目を瞬間的に引きつけるという効果があ

ると思っております。 

 キャッチコピーですとか、デザイン、Ｐ

Ｒ方法については、今後広報課とも連携を

しながら検討していこうと考えておりま

すけれども、混雑する駅のコンコースで目

を引くもの、それからシティプロモーショ

ンの観点も含めて話題性に富んだ内容と

してＰＲできるよう検討してまいりたい

と考えております。 

 それから人材育成の研修等の令和２年

度の工夫はということでございました。平

成３０年度からフィールドワーク型の政

策形成研修ということで本市では取り組

んでおります。平成３０年度は、徳島県の

神山町というところにフィールドワーク

研修に行って、地方創生のモデル地域とし

て見学が相次いでいる地域なんですが、そ

この見学ということでございまして非常

に意欲的に取り組まれている方のお話を

聞いて、参考になったというようなご意見

もございましたので、広域的に捉えてくれ

る職員が多いなと考えてございます。 

 一方で、摂津市のような比較的都市部と

は異なる地域ということでございまして、

イメージが湧きにくいということもござ

いましたので、今年度は都市部ということ

で尼崎市のほうにフィールドワークに行

ってございます。ここでも同様に新たな取

り組みに精力的に取り組まれる職員の方

のお話をという、そのマインドであったり、

エネルギーみたいなものを肌で感じて帰

ってこられているというようなこともご

ざいますので、この研修は、引き続きとい

うことで、考えております。 

 他団体の職員とともに、この研修を行っ

ているわけですけれども、調整がどうして

も必要になりますので実施が可能な場合、

もちろん実施をしたいと考えております

けれども、このほかにも外部機関が実施を

しております同様の研修ということもご

ざいますので、そちらの派遣というのもあ

わせて考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 池上市長公室参事。 

○池上市長公室参事 それでは、２回目の

ご質問にお答えさせていただきます。 

 ＦＭ推進として鳥飼地域のグランドデ

ザインの策定にどのようにかかわってい

くのかということでございますけれども、

ＦＭとは保有する施設、設備及びその利用

環境を経営的な視点から総合的に企画、管

理、活用する経営管理活動とよく言われて

おりまして、施設等をできるだけ長く使う

よう日々の点検、定期的な修繕を行うこと

や改修時には、省エネタイプの器具の採用

やまた防犯対策や安全対策、魅力ある施設

であるための工夫などを戦略的に取り組

むことと捉えております。これから鳥飼地

域のグランドデザインを描いていくこと

になりますけれども検討に当たっては、ゾ

ーニング、公共施設の再配置等も大きな課

題となってくることからＦＭ推進担当と

しましては、公共施設等総合管理計画に基

づきまして、施設を最大限有効に活用でき

るよう、かかわっていければというふうに

考えております。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 それでは、人権

女性政策課、７番目、２回目の質問にお答

えいたします。 
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 先ほど女性の社会進出の取り組みの一

つとして、女性人材登録制度のことをお話

しさせていただきました。地域や社会のさ

まざまな場面で活躍できる人材を育成す

る目的で開催しているウィズせっつカレ

ッジの卒業生には、制度の説明を行って登

録いただけるようお願いしております。 

 また、女性人材登録名簿の分野では、公

認会計士や建築関係の学識経験者が少な

い状況でありました。そこで新たな取り組

みといたしまして、登録をふやすために、

大阪府立ドーンセンターの人材提供サー

ビスを活用いたしました。現在、２９名の

方に女性人材登録名簿にご登録いただい

ており、各担当課が審議員の改選時に活用

いただくようにしております。 

 続きまして、８番目、２回目の質問にお

答えいたします。 

 女性問題の現在の状況についてのご質

問であったかと思いますが、社会経済情勢

の変化の中で、貧困など生活上の困難が幅

広い層に広がっていると感じております。

複合的な課題を抱える市民が増加もして

おります。深刻化すれば配偶者からの暴力

であるＤＶや児童虐待、高齢者虐待につな

がることも懸念され、特に子どもについて

は深刻な影響を及ぼします。 

 令和元年度の現状ですが、総合相談につ

きましては、この半年で２８５件、うちＤ

Ｖに関するものが８５件となっておりま

す。ケースとしては複雑な事情を抱えたケ

ースがふえており、パートナーからの協力

を得られない特定妊婦、障害をお持ちの方、

子どもがいるがゆえに児童虐待が危惧さ

れたケースなど、相談内容は複雑化してお

ります。各相談窓口が連携して、世帯とし

てのアプローチが必要であると考えてお

ります。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、鳥飼書庫に係ります再度のご質問

についてお答えさせていただきます。 

 まず耐震性の問題というところでご質

問をいただきましたが、鳥飼書庫の施設自

体は、先ほど申し上げましたとおり鳥飼送

水所の監視室ということもあって、堅固な

建物でございますので、耐震的には問題な

いものと考えております。ただ、先ほど申

し上げましたとおり、５０年以上経ってい

るということで、やはり外壁のほうの劣化

は見られているところでございます。ＦＭ

の調査でも、長寿命化の対象ではないとい

うところがございますので、選挙管理委員

会職員も定期的に外観等のチェックを行

い、安全上の対策はとってまいりたいと思

っております。 

 また、今後こちらの施設に入っておりま

す選挙備品の移転ということのお話もあ

るかと思います。こちらについては、代替

施設があるかどうかというところで、既存

施設の調査を行ったり、ＦＭ担当や防災管

財課とも協議をしてまいりました。また令

和２年度には、資産活用課という新しくＦ

Ｍを推進する部署もできますので、そちら

とも協議しながら適切な代替施設につい

ては検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。ほぼ要望となりま

す。 

 まず１点目、シティプロモーション推進

事業につきまして、人材育成、そして令和
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２年度の取り組みについては、戦略に基づ

いてしっかりしていくというところを理

解いたしました。ぜひ、全庁体制の取り組

みを推進していただければと思います。 

 また、読売新聞の２０１９年１２月１３

日の記事ですね、福井県越前市で庁内企業

という地域おこしを職員のアイデアを具

体化し、実施する内容が記載をしておりま

した。この例は、庁内の人材育成やそれを

取り組むシステム構築に成功している事

例かと考えます。本市でもこれらのイベン

ト企画や、また昨年１２月の一般質問でも

ありました共感を得るふるさと納税の検

討について、寄附してよかったと思っても

らえる共感というキーワードを具現化す

るにもシティプロモーション戦略とその

人材育成がリンクしているものと考えて

おりますので、しっかりと推進されるよう

要望いたします。 

 また、シティプロモーション戦略の下に

あります先ほど言われましたＳＮＳでの

情報発信、ＬＩＮＥについても発信をして

いるということで評価いたします。今後は、

情報拡散の観点でＰＲのためにもプッシ

ュ型であるインスタグラムなどの取り組

みもぜひ検討していただければと思いま

す。１番目については以上です。 

 続きまして、２番目、銘木団地のＰＲイ

ベントとシティプロモーションの戦略の

関係ということで、産業ともしっかりと連

携をしていきたいというところで理解を

いたしました。 

 この産業ですけれども、令和元年１月か

ら６月の有効求人倍率が摂津市では２．１

７倍、茨木市は１．６３倍、高槻市は１．

０４倍と、他市よりも高い状況であります。

このことは、市内企業団体の人材獲得が他

市よりも困難であることを示して、経営の

圧迫や発展への阻害となるもので商工会

でも悲鳴を上げている企業から多く相談

を受けていると聞いております。それを踏

まえ、摂津市をよく知ってもらうことは、

そこで働きたいと思うことの第一歩であ

ると考えます。このイベントも踏まえ、協

働人口をふやすことの取り組みについて、

どう考えているのかお聞かせください。 

 続きまして、３番目、人事管理事業とい

うことで、デジタルサイネージの効果、期

待というのが９万人も増加するというこ

とで、１００面を超える画面という点につ

いては、非常に期待ができるものかなと思

いました。この事業は採用はもちろん、や

はり先ほど言われましたシティプロモー

ションの戦略の目的の愛着と誇りの醸成、

協働人口の増加、それぞれに寄与するよい

企画と理解をしております。またぜひ、そ

の際は話題性に富んだもの、単なる静止画

だけではなく、動画とかを作成していただ

いて、それをそこのデジタルサイネージだ

けでなくて、ホームページにアップするな

ど、あるいは職員間でシェアするなども可

能として、拡散できるようなものをぜひ要

望したいと思います。シティプロモーショ

ンの観点ですね、広報課とも、採用等も合

わせてぜひ連携して取り組むように要望

いたします。 

 ３番目は以上です。 

 ４番目、人材育成の観点というところで、

フィールド型で肌で感じる体験を得ても

らうということについて、それについては

やはり評価をいたします。やはり他市を知

るということは非常に客観的に本市を見

ることができる。そして本市に足りないも

の、そしてよいもの、それを見ることがで

きるということは非常によいかなと思っ

ております。 
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 さて、この新しい令和２年度は、防災危

機管理課ができます。特にこの危機管理セ

クションにおける人材育成については、ど

う考えているのか、お聞かせください。 

 続きまして、６番目、鳥飼グランドデザ

インとＦＭとの連携というところで、ＦＭ

につきましては、施設の最大限有効活用、

また施設の再配置等の連携というところ

で理解をいたしました。ぜひこれにつきま

しては、ＦＭ推進、また資産活用課として

ぜひ鳥飼まちづくりグランドデザインと

積極的に連携をしていただければと思い

ます。当然鳥飼グランドデザインにつきま

しては、代表質問でありましたけれども、

施設等々の再配置というところも非常に

重要になってくる課題と思っております。

その中でやはり施設に関してリーダーシ

ップを発揮する、全庁的な取り組みのリー

ダーシップ、そしてまたノウハウの蓄積と

いうことを一元化できるというところは

ＦＭ推進、資産活用課の重要な役割である

と認識をしております。その観点で積極的

に鳥飼まちづくりグランドデザインのプ

ロジェクトチームと連携してやっていた

だければと思います。こちらは要望です。

以上です。 

 続きまして、女性人材育成事業というこ

とで、審議会で、ぜひ活用していただいて、

各部とも情報共有を図っていただければ

と思います。このように一つ一つの取り組

みというものが女性の社会進出を支える

ことにつながっていくかと思いますので、

しっかりと取り組んでいただければと思

います。こちらも要望で終わります。 

 続きまして、８番目、女性問題相談事業

ということで、今非常に複雑な事情がある

と、虐待に関して複雑な事情があるという

ものにつきましては理解をいたしました。

その中で２回目の質問でお聞きしました

ネットワークの構築というのが非常に重

要であるということは理解をいたしまし

た。ぜひこの社会ネットワークを構築して、

児童虐待を防止することを引き続き取り

組んでいただきますよう要望いたします。

８番目については以上です。 

 最後９番目、鳥飼書庫の件ですけれども、

耐震について、とりあえずは大丈夫だとい

うところを理解をいたしました。ぜひこち

らについても新設される資産活用課と協

力して、この課題解決にも鋭意取り組まれ

ることを要望いたします。例えば近畿道の

高架下に仮設倉庫を設置して、そこに当面

の代替を行うということもよいのではな

いでしょうか。いろいろと選択肢はあると

思いますが、ぜひ検討を要望いたします。 

 以上です。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、３回目

のご質問にお答えいたします。鳥飼地域の

協働人口との関連性についてでございま

すが、今回シティプロモーション戦略の中

で摂津市に多様な形で関わっていただけ

る方を協働人口と定義いたしております

けれども、今回の銘木団地のイベント実施

にあたりましては、大阪銘木協同組合だけ

ではなく、他の自治会であったり、学生ボ

ランティアなども想定いたしているとこ

ろでございます。朝市につきましては、地

方からわざわざ買いに来られる方もおら

れますので、実施予定のイベントとうまく

組み合わせることで、多くの方が来ていた

だけるものと期待しておりまして、イベン

トの運営に関わっていただく方はもちろ

んですが、摂津市内外からイベントに参加

いただくことで、協働人口の増加につなが

るものと考えております。雇用促進につき
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ましては、産業振興課の所管になりますが、

中間人口が多いのも本市の特徴でありま

すし、約４,０００もの事業所があります

のも特徴でございますので、産業振興課と

も連携をしながら取り組んでいきたいと

考えております。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、４番目のご質

問の３回目のご質問に答弁させていただ

きます。 

 危機管理部門の人材育成のお問いでご

ざいました。昨年度の大阪北部地震の経験

でもあったように、職員が危機管理意識を

もって対応する機会というのが直近でも

ございました。当然ながら日ごろよりさま

ざまな想定を行いながら業務を遂行して

いくという必要はあると思いますけれど

も、実際の対応、体験、これらを踏まえて

職員一人一人が考え、行動することがやは

りＯＪＴとしては重要であると考えてご

ざいます。 

 このほか研修ということで答弁をさせ

ていただきますけれども、これまでも予算

化しておったものとして、防災士の研修講

座というものがございます。この予算の人

数を今年度１名であったものを来年度は

５名ということで少しふやして、必要な知

識の獲得の機会の充実ということで対応

することといたしております。今後も各職

場における課題対応に限られた予算の範

囲で充実を図ってまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、最後要望とさ

せていただきます。 

 まず、シティプロモーション、協働人口

をふやすことの取り組みについてという

ところですけれども、ぜひしっかり目的に

基づき、これは鳥飼だけでなく、もろもろ

のイベントともこれから連携して、それを

意識して実施すべきものと考えますので、

効果として人材育成も踏まえて、各イベン

トに対してもシティプロモーション戦略

に基づいてしっかりと考えていくという

ことでやっていただければと思います。こ

の点は以上です。 

 続きまして、危機管理における人材育成

についてというところで、防災士等も取得

させると。いろいろとＯＪＴ等で経験させ

るということで理解をいたしました。ぜひ

新しい課ということで、危機管理セクショ

ンの人材育成には、しっかりと力を入れて

いただければと思います。この詳細は、藤

浦委員に聞いていただきたいんですけれ

ども、先日の非常に参考になる話で、防災

に関する議論の中で、総社市の防災職員が

他市の災害時に、災害本部に応援に行かせ

るという話がございました。本市でも大阪

北部地震では、堺市の方が災害本部にも来

ていただきました。災害対応というのは、

有事にこそ力を発揮しなりません。少しで

も現場を知るということが大切でありま

す。この危機管理体制の問題点は、私のほ

うが２０１７年１２月から指摘しており

ましたけれども、本市の体制、地域防災計

画修正が大きく動いたのは、やはり２０１

８年６月の大阪北部地震、そして台風２１

号を経験し、まさに当事者になったことか

ら現実として問題点が表面化され、潮目を

変えるものとなったのは、私自身が実感を

しているところでございます。ぜひ人事課

としてもこの教訓というものを風化させ

ずに、当事者意識をいかに持続化させるか

というところを考慮していただければと

思います。 
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 やはり全庁的な能力管理ができるのは

人事課でございます。それを全庁的な人材

育成、人材確保というところは、人事課の

大きな役割であり、少数精鋭体制だからこ

その人材育成を踏まえた各種能力開発事

業に取り組んでいただければと思います。 

 あとこれは補足ですけれども、おもしろ

い事例なんですけれども読売新聞の令和

２年１月２０日の記事で副業で公務員人

気という記事が掲載されておりました。こ

れは副業限定での募集を求めるもので、短

期かつ専門的な人材が必要な場合は、この

ような取り組みも選択肢の一つになるの

ではないかと考えます。こういうのもぜひ

参考にしていただければと思います。 

 以上です。 

○野口博委員長 松本委員の質問が終わ

りました。 

 続いて、弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。昨日か

らさまざま議論されている中で、私のほう、

今回代表質問もさせていただいた関係で、

その際、総務建設常任委員会にかかわる分

野のほうは、ちょっと２回、３回となかな

か深めることができずに、引き続きの質問

になるようなこともございますけれども、

よろしくお願いしたいと思います。 

 最初に広報課にかかわる点で１点、シテ

ィプロモーションの関係ですけれども、先

ほど来、議論もございましたが、この事業

はやっぱりいろんな部署をまたがって、さ

まざまなものをどう市の魅力として形に

して発信していくのかなというようなこ

とになってくるのかなと思うんですけれ

ども、やっぱりその肝になるところは、や

っぱり市民自身が摂津市の魅力だと感じ

ていることを周りの人にも知ってもらい

たいというところにあるんじゃないかと

思います。以前、アンケートを取り組まれ

て、それをもとにこの計画がつくられてい

くということでありますけれども、例えば

鳥飼のＰＲということで、銘木団地の事業

を先ほど来説明もされましたけれども、代

表質問の際に、渡辺議員が今の鳥飼銘木町

のことについても触れられていました。私

は、子どものころから摂津市で生まれ育っ

ていますので、当時、子どものころ、総合

福祉会館があって、その上に児童福祉セン

ターというのがあったので、よくよくそこ

は通っていたんですけれども、そこの１階

のロビーのところには、摂津市のいろんな

物産、地元でつくったものだったり、また

手芸で地元のお年寄りの方たちがつくら

れたようなものとかも展示されたり、いろ

んなそういうものを見ていたんですけれ

ども、摂津市が銘木のまちということにつ

いては、やっぱり子どものころから知って

いるんですよね。今の子どもたちというの

は、そういうようなことは知る機会という

のはあるのかなというのは、ふと思ったり

しているんです。そういった点では今回Ｐ

Ｒの一環でされるということであります

けれども、周りに知らせていくということ、

同時に市民にそういったことで改めてよ

さを知ってもらうような、そういった取り

組みということを考えられているのか１

点お聞きしておきたいのと、それといろん

な部署をまたがってということの際に、駅

前というのがすごく大事なポイントだと

思っていて、市の玄関口であるそういう駅

前、ここは摂津市なんだということがわか

るような、そういうようなことというのが

正雀駅であったり、ＪＲ千里丘駅であった

り、中には、以前からちょっと言ってます

けれども、正雀駅では改札口は摂津市です

けれどもホーム大半は吹田市になってい
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ますよね。ＪＲ千里丘駅も東口におりてく

る人は摂津市に大体おりてくるんですけ

れども西口におりてくる方は、利用される

方、乗られる方も含めて吹田市や茨木市の

方が大半というような感じの中で、そこは

摂津市だということをしっかりと知って

もらうような、そういう駅前ということが

大事なんじゃないのかなと思うんですけ

れども、そこらあたりの点で、駅前整備は

道路管理課のほうがやっておりますけれ

ども、先日の本委員会のときにもちらっと

そういったことを話はしているんですけ

れども、広報のほうでちょっと連携した取

り組みというようなことが考えられない

のか、お聞きしたいと思います。 

 次に、人事課のほうにかかわってです。 

 次年度から会計年度任用職員制度が始

まっていくというようなことで、これまで

にもいろいろ条例の関係とかで議論がさ

れてきたと思います。それで会計年度任用

職員、今ちょうど採用の応募なんかをホー

ムページ上でも見かけますし、やられてい

ると思うんですけれども、これまでの臨時

職員、非常勤職員の募集サイトと比べてち

ょっと今回変化があるのかどうか、そうい

ったことについてお聞かせいただけたら

と思います。 

 それともう１点、総務事務センターとい

うところで、人事管理事業の中にこの業務

委託料が含まれています。これは今年度か

ら始まっている業務委託と思うんですけ

れども、今年度やられて実際どのような状

況なのか、昨年の議論のところ、なかなか

私も加わっていないので、改めてその点に

ついて聞いておきたいと思います。 

 次に、政策推進課にかかわってです。 

 行政経営戦略の策定ということで、これ

も代表質問の際に質問させていただいて、

答弁もいただいておるわけですけれども、

お話を聞いていると、さまざまな計画行政、

やっぱり総合的にまとめていくような形

で今回そういう方法としてはある意味で

は合理的なものだなということは理解を

するんです。ただ、その中でやっぱり気に

なるのが市民参加のまちづくり、協働のま

ちづくりということで、これも代表質問で

言わせていただいているんですけれども、

そこにどうかかわっていくのか、つくる段

階でのものも必要じゃないかということ

を申し上げていたんですけれども、パブリ

ックコメントなんかも取り組みながら、ま

たさまざまな分野の計画のところでは、一

緒に策定委員なんかも、市民の方が入って

やられているので、そこは意図は酌んでい

っているんじゃないかというようなこと

をおっしゃられていたんですけれども、た

だ、今回一番の根幹となる行政経営戦略の

ところについては、パブリックコメントだ

けでいいのかなということをやっぱり思

わざるを得ないなと思うんですが、そうで

あるんだったら、例えばパブコメをとる際

にしても、現時点、きょうが１６日だから

いろいろな今期のパブコメはきょうが締

め切りの日になるのかなと思うんですけ

れども、そのとり方なんかについても工夫

が要るんじゃないかと思うんですが、そう

いった点について見解をお聞きしておき

たいと思います。 

 それと、政策推進課でもう１点、鳥飼ま

ちづくりのグランドデザイン策定にかか

わってです。 

 これも代表質問で議論をさせていただ

きました。先ほど来もあったように、今回

やっていこうという方向性についてはな

るほどと思っているわけですけれども、代

表質問の各会派の議論、最後のところで地
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下鉄の問題に触れておっしゃっていた部

分があったかと思うんですけれども、思い

起こせば私が議員になって今１２年にな

るんですけれども、ちょうど議員になって

間もない時期に北摂各市で地下鉄の延伸

を求めていく協議会、これ解散するんだと

いう、そういったことが決まった時期でも

あったかと思うんです。そのときと比べて、

今の時点がどうなのかと考えたときに、確

かに大阪市営地下鉄から大阪メトロにな

って、民営化されてというようなことだっ

たりとか、大阪府、大阪市のあり方を今議

論されているような、そういう状況とかあ

るけれども、延伸の計画断念に至ったのと

比べて、それがこれから前向きにこっちに

持ってこれるような話になるのかなと思

ったときに、むしろ逆に人口の減少であっ

たりだとか、例えばいろんな開発が大阪都

心、湾岸のほうに、地下鉄なんかは延伸す

るみたいなことが言われる中で、この５年、

１０年、２０年考えたときにも、なかなか

現実的ではないのかなということも思っ

て、将来的にもちろん市民の利便性の確保

から考えたらここに公共交通の軸となる

ようなものが来てくれたら、それはありが

たいというか、思いはあるんですけれども、

でも今はそういう時期じゃないなとも考

える中で、グランドデザイン、公共交通の

ことでいったら、きめ細かな例えばバスだ

ったりとか、またバスだけではなくて、も

っと違った交通のあり方とかそういうよ

うなことのほうが現実的かなと思ったり

しています。交通のあり方というのは、一

つグランドデザインの中で、ハード面のと

ころであるのかなと思えば、その点につい

ては政策推進課のほうで、この場で答える

というようなことではないと思うんです

けれども、しっかりとした私ども代表質問

のときにも述べたような一人一人の市民

が生活できるその環境を維持していくの

に必要な交通ということで、また考えもめ

ぐらせていっていただきたいなと要望と

したいと思います。この鳥飼の問題につい

ては答弁のほうは結構です。 

 次です。人権女性政策課にかかわってで

すが、女性の問題で代表質問で人材平等の

推進をというようなことで意見を述べさ

せていただいてて、その際のやりとりは主

に、女性差別の撤廃、また女性の社会的地

位向上云々ということで述べてきたかと

思うんですけれども、その議論の中でも一

人一人誰もが自分らしく生きられるよう

な社会ということで、性にとらわれない、

今さまざま性的少数者と言われる方たち、

ＬＧＢＴ問題とかも言われています。大阪

府では、ことしパートナーシップ証明制度、

大阪府のほうがこれをやるんだというよ

うなことで、ちょっと急に出てきた感も、

唐突感が否めないんですけれども、ただ一

つ一歩前進と言えるような前向きなもの

とも言えるのかなと思うんです。大阪府が

やられるということですから、摂津市の中

でもいろいろと課題に取り組まなければ

ならないこととかもあると思うんですけ

れども、現時点でちょっと担当課のほうと

してこの点どのように捉えているのかお

聞きしておきたいなと思います。 

 あと最後になりますが、行政委員会にか

かわって、先ほど議論もあった鳥飼書庫、

ＰＣＰ運搬等業務委託というようなこと

で今回予算が組まれてて、そうなんだと、

この予算書を見て、改めて選挙管理委員会

の倉庫として使われてて、管理責任者が選

挙管理委員会となるわけですかね。こうい

うふうに知ったわけでありますけれども、

ただ、管理している部署が選挙管理委員会
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なのでここに予算計上されるということ

で理解するんですけれども、今後鳥飼書庫

の解体等ということになってきたら、それ

はまた別だと思うんですよ。こういった修

繕とかの予算のつけ方、ここらあたりのと

ころ、これが妥当なのかどうなのかという

ような点で１点ちょっと見解を聞いてお

きたいと思っております。 

 以上です。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら鳥飼銘

木団地の魅力を市民にも知ってもらうこ

とが必要であるということについてのご

質問にお答えいたします。 

 銘木団地協同組合の若手の方とお話を

いたしまして、先ほど申しました年２回の

朝市を実施しても、好きな方は市外の遠く

から買いに来られるということなんです

けれども、地元の方は意外とそういうこと

をやっているのを知っていないというよ

うなことも聞いております。市内では、さ

まざまなイベントを実施しておりまして、

例えば鳥飼地域ではわいわいガヤガヤま

つりも行っておりますし、またコミプラ等

でもさまざまなイベントをされておりま

すので、そういったイベントに、逆に銘木

団地のＰＲができるような場を設けてい

ただいたり、そういったことも促しながら

一緒に何か市と銘木団地と協働してＰＲ

していければと考えております。 

 また産業振興課のほうでも銘木団地で

イベントをされる際に後援をとっていく

中で市の広報も活用しながらＰＲできれ

ばということも検討されていると聞いて

おります。 

 次に、２点目の玄関である駅に摂津市が

わかるＰＲ周知ということでございます

けれども、駅構内も掲示板等ございまして、

先日、ＪＲ千里丘駅もかなり大きな掲示板

を設置していただきまして、そこを活用し

てイベント案内だけでなくて、有効的に活

用していただけたらということで、ＪＲか

らの配慮もいただいておりますので、そう

いった掲示板を活用して、今回できました

「ちっちゃな摂津の、でっかな野望」とい

うキャッチコピーも掲示板を活用してＰ

Ｒしていければと考えております。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、人事課にかか

わります２点のご質問に答弁をさせてい

ただきます。 

 まず会計年度任用職員の募集、応募の状

況というお問いでございました。人事課で

所管しております事務系の会計年度任用

職員の採用試験、これにつきましては応募

状況としては前年度とそんなに大きく変

わらないような応募の状況ということで

ございました。 

 また、各課ごとに募集をされている職種

というのもございますけれども、お聞きを

している範囲では、この会計年度任用職員

の制度が導入されることをもって、何か大

幅にふえているということはないとお聞

きをいたしております。一つに考えられま

すのは、会計年度任用職員の制度というの

は、全国的にこの４月に導入されるという

ことになってございまして、情報交換をし

ている中では各市とも処遇の改善という

ことに動いている、そのような制度改正を

行っているということでございますので、

この部分について何かその応募者に大き

な変化というのは現状のところは見られ

ていないというようなことでございます。 

 それから総務事務センターの今年度の

状況ということでお問いがございました。

総務事務センター、ことしの１１月から業
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務を開始いたしておりまして、人事課が所

管いたします給与関係事務、それから各課

で担当しております給与関係に係る月例

の事務、それから会計室の収納事務、総務

課の郵送印刷事務、それから国保年金課の

封入・封緘の事務、これらを当センターで

処理をしていただいております。一定定例

的な業務といいますか、市の職員の行政判

断等が不要な業務ということで、１か所に

集約をして委託を行っているものでござ

いまして、委託開始後は月次の会議や、場

合によっては週次の会議ということで、委

託先と、それからこちらの委託元と協議を

行いながら、適正な事務執行に努めている

と、そういう状況でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 政策推進課にかか

わります２点のご質問にお答えをさせて

いただきます。 

 まず、１点目でございますお問いの行政

経営戦略における市民参画についてどう

考えているんだということですけれども、

現在の第４次摂津市総合計画の基本構想

につきましては、有識者、各種団体、公募

市民の皆様の参画のもと、七つのまちづく

りの目標を設定してまいりました。今回の

行政経営戦略におきましても、引き続き、

この基本構想については継承してまいり

ます。そのため、今回の行政経営戦略を策

定するに当たり、現在の総合計画の基本構

想を５年間延長を既にさせていただいて

おります。また、各種分野別計画の策定時

には、市民意識調査や審議会等を通じ、市

民の皆様のご意見やニーズ等を踏まえ策

定しており、分野別計画と、今回策定いた

します行政経営戦略の関係性を今よりも

明確化することによりまして、市民の皆様

のご意見をより具体的に反映した計画に

していきたいと考えております。 

 もう一点でございます。パブリックコメ

ント全体をどうしていくんだという考え

でございます。 

 パブリックコメントを実施するに当た

りまして、市民の皆様にいかに認知してい

ただくかは重要であると私どもも考えて

おります。ただ、当課といたしましては、

パブリックコメントの指針の策定を平成

１８年にいたしております。これにつきま

しては、設置する場所であったり、意見募

集する期間を定めているものでございま

す。工夫につきましては、それぞれの計画、

分野によって対象者等も異なってまいり

ますので、それぞれ計画を策定する所管

等々が工夫を凝らしていくものであると

考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 それでは、人権

女性政策課にかかわりますパートナーシ

ップの推進についてお答えいたします。 

 数年前までＬＧＢＴという言葉自体も

知られていませんでしたが、昨今では、全

国でＬＧＢＴの催し物が盛んに行われ、急

激に社会問題として知られるようになっ

てまいりました。 

 同性カップルというだけで社会保障が

平等に与えられないことの被差別感にさ

いなまれる方がおられ、何かしら関係を公

的に証明する制度が欲しいという方がお

られることは認識しております。 

 先ほど弘委員からもお話があったよう

に、大阪府においては、令和２年１月２２

日からパートナーシップの宣誓証明制度

を始められました。大阪府のパートナーシ

ップ宣誓証明を活用するに当たっては、法
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的な婚姻関係が必要なものや、条例改正が

必要なこともあることから、市として活用

できることを確認、調整するために、企画

調整会議のほうで各課の実情の把握と課

題の整理を現在行っているところです。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、選挙管理委員会事務局に係ります

ＰＣＢ運搬等業務委託料についてお答え

させていただきます。 

 ＰＣＢの処理につきましては、委員から

も一部ご紹介のありましたとおり、本市に

おきましては、それぞれの施設を所管する

課が責任を持って行う方針でございます。 

 鳥飼書庫の設置しております蛍光灯の

安定器にＰＣＢの含有が確認されました

ことから、同じ予算概要の３６ページにあ

ります修繕料とともに、この運搬費用をも

って処理に当たるところでございます。 

 財政課ともどのような予算づけが必要

か、どれが適切かということは議論させて

いただきましたけども、予算概要の同ペー

ジにあります市長及び市議会議員の補欠

選挙事業であったり、それぞれの個別の選

挙事務というのは、選挙管理委員会でも事

業を立ち上げておるんですけども、常時の

選挙管理委員会の運営というのは、運営事

業というところで、鳥飼書庫にも常時保管

しております備品等を管理していること

から、こちらの運営事業の中で予算を組ん

で執行することが妥当であろうというこ

とで、協議の上、このような予算計上をさ

せていただいているところでございます。 

以上でございます。 

○野口博委員長 弘委員。 

○弘豊委員 そしたら、２回目になります。 

 最初のシティプロモーションの関係で、

例を挙げて例えば銘木団地のというよう

なことでお答えいただきましたけれども、

市民の皆さんがそれを魅力と感じて、周り

に発信していくというようなことを、先ほ

ども言いましたけども、大事で、そもそも

銘木団地で言ったら、現時点で市民の皆さ

んに対してもＰＲしていくというような、

そういう段階のようにちょっと感じられ

て申し上げた部分でもあります。もちろん

他市にない摂津市ならではのといったと

きには、一つ大事な視点だと私も思ってい

るんで、これをＰＲしていくに当たっては、

多くの市民がこのことを知って、魅力だと

感じてもらわないといけないと思うんで、

例えば市役所の目立つところに、銘木を使

ったような、何かしら造形品があったりと

か、先ほども言った駅前とか、そういった

ところに摂津市は銘木のまちといった、そ

ういった印象づけるものがあったりとか、

なかなか現時点ではそういうのもないな

ということの中では、これをＰＲしていく

ことというのは、随分力が要ることだなと

いうことを思います。そういった点では、

そういったこともちょっと踏まえて、また

取り組みを進めていっていただきたいと

思います。 

 また、駅前のことを上げて言わせてもら

ったのも、ことしが阪急摂津市駅が開業し

て大方１０年になりますかね。摂津市駅が

できたことで、ここが摂津市なんだという

ことの認知度というのが高まったと私は

思っているんです。多くのまちで真ん中を

通るメーンの駅に市という言葉をつけて

駅名をつけているところ多いと思うんで

すけれども、そういった点では、摂津市駅

ができたことでの認知度というようなこ

とを思えば、できたときにカーボン・ニュ
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ートラル・ステーションというようなこと

が、阪急電鉄で最初のというようなことを

言われてましたよね。環境に優しいまちと

いう、そういうイメージも他市の方々なん

かにもあるのかなと思います。駅舎のデザ

インなんかも含めてそうでありますけれ

ども、玄関口がどんなものかということで、

まちのイメージというようなことにもつ

ながるということがあるかと思うので、そ

ういった点では、戦略的に摂津市がこんな

まちということを伝えていく、そういうこ

とになると思うので、ちょっとその点で、

もう一度、この駅前についてのお考えとい

うのも聞いてみたいと思います。 

 次に、人事課のほうにかかわってです。 

 会計年度任用職員制度ができてという

ようなことで、一定、処遇の改善につなが

っていく方向はおおむねよいと私は思っ

てます。 

 そんな中で、例えば学童保育の指導員の

ことなんですけども、次年度から民間委託

３校でやられるということなんですけれ

ども、その議論の中で、なかなか指導員の

なり手が、確保が困難でという、そういっ

た話が大きな問題かなと思うんです。保育

士とかなんかでも、保育士不足の問題とい

うのが、今、大きな社会問題になっている

と思うんですけれども、公立の保育士とい

うようなところでいったら、それなりの応

募がある。民間保育園のところはなかなか

なり手がないというか、確保が難しいとい

う、そういったことがある中で、今回、公

立の学童保育室、本当に新型コロナウイル

スの問題等々では大変大事な役割を果た

してもらっていると思うんですけれども、

そこらあたりの募集、先ほどの話やったら、

担当課のほうが責任の所在になってくる

のかなと思うんですけれども、採用の際の

ノウハウが、担当から言わせると、民間の

ノウハウやったら募集ができるかのよう

な、そんな話も、この間、されてたかなと

思うんですが、そのあたり、人事課からし

たら、なかなか確保が困難なそういうとこ

ろへの対応として、今回の制度変更だけで

なしに、人を確保していくというような点

での考えについて聞いておきたいと思い

ます。 

 次の総務事務センターについてです。 

 なかなか市民と直接かかわる部分でも

ないし、私らもそんなに実際どういう業務

がされているのかというのは目にするこ

ともない部分なので、そこの部分が委託化、

効率的にやられるようになったという話

を聞いたら、なるほどと思うわけですけれ

ども、ここらあたり、今、やられている部

分、また、今後この内容について拡大して

いくとか、そういった検討とかがされてい

るのかどうかについて、確認でお聞きして

おきたいと思います。 

 次に、行政経営戦略についての部分です。 

 市民参画の角度からというところでの

お答えについては、現時点、そういう進め

方、やむないのかなということも思っては

いるんですけれども、じゃあ次の５年後、

また、その行政経営戦略というのが第２期

になっていくのか、そういったこととか踏

まえると、やっぱりどこかの時点で本当に

市民の皆さんの力でつくっていくみたい

な、そういうのも要るんじゃないのかなと

いうことも思っておりますし、なぜそうい

うことを言うのかといえば、今回の総合戦

略とか、また、これまでの行革のいろんな

取り組みとか、そんなこともひっくるめて

今回の計画にというようなことになった

ときに、これまでなかなか行革が歯どめで、

また効率的に進めていくためにはという
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ようなことで、なかなかこういうふうにな

ってほしいという市民の思いとの、そこの

ところのバランスがどうだったのかとい

うこと、私ども会派のほうからたびたび言

ってきた部分があったと思うんです。そう

いった観点からすると、またこの計画をつ

くっていく際に、改めてということで言っ

ておきたいということで取り上げさせて

いただいてますので、またその点、酌んで

もらいたいなと思います。 

 それを含めて、パブリックコメントのこ

とも先ほどご答弁いただきましたが、いろ

んな取り組み、パブリックコメントといっ

ても、インターネットで公開して、また、

広報でもお知らせはあるんだけれども、数

行のお知らせじゃないですか。それで市民

の方が関心持って目を向けるかといった

ら、なかなかそうもなりにくいと思ってて、

今回、それぞれ担当課ごとで工夫もされて

いる部分あるかもしれませんけども、今度

の行政経営戦略といったら、政策推進課が

責任を持って市民の声を集めていくとい

うようなことからしたら、ほかがやってい

るような形でなしに、例えば市民に対して

こういう中身で計画つくりましたという

ようなことを説明する場だったりとか、ま

た、広報の数ページの紙面を割いて特集を

組んで、こういうものを新たにつくります

という、そういうものがあってもいいのか

なというふうにも思ったりしますので、ち

ょっとそこらあたり、つくるに当たって、

もう一度、答えがいただけたらとに思いま

す。 

 次に、人権女性推進課のほうに掲げまし

たパートナーシップ証明制度にかかわっ

てのことですけれども、法的な関係でいろ

んな制度との兼ね合いで言ったら、婚姻関

係とはまた別個のパートナーシップ証明

のそういう証明書であるけれども、本当に

限定的なものでしかそれは利用されない

ということだと思うんです。ただ、それが

あることで、また全国の自治体とかで、市

町村のところでもそういった取り組みも

進められているところも一部でできてい

るというようなことからしたら、摂津市と

してもそういうことに取り組む必要とい

うか、そういう思いというか、そういうこ

とがないのかなというようなことで、ちょ

っと２回目、聞かせてもらえたらと思いま

す。いろいろ課題があるとは思ってますけ

れども、ちょっと１回、お聞かせ願えない

でしょうか。 

 最後、選挙管理委員会のところにかかわ

ってですけれども、今回、修繕の関係で目

にしたので、あれっというふうに思ってお

聞きしたんですけれども、本来、そこの施

設管理者というのが、鳥飼書庫の関係で言

ったら、誰がそこのというようなことが曖

昧といったら変ですけれども、選挙管理委

員会しか鳥飼書庫をなかなか使ってない

という部分で、どうなってるのかなと思う

んですけれども、改めていろいろと備品等

をしまっていく倉庫等の確保ですね、局次

長のほうも先ほど松本委員の答弁の中で

今後の確保というようなことをおっしゃ

ってましたので、このことについては結構

です。 

 以上です。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、駅前を

活用しました市のＰＲ、２回目のご質問に

お答えいたします。 

 今年度、ＳＤＧｓ号ということで、１１

月から２月にＳＤＧｓの取り組みを摂津

市のＰＲを兼ねて掲示いたしました。その

際に、阪急電鉄の社員と何か摂津市をＰＲ
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できるような取り組み、摂津市の駅前広場

でできないかというようなことも協議し

てまいりました。例えば摂津市駅に摂津市

オリジナルの発車メロディーをつけたり、

何か連携してできないかというような協

議もしてまいりましたけども、なかなか予

算も要ったり、すぐに実現というのは難し

いというようなお話もございました。何か

一緒になって摂津市のＰＲ、また、鉄道会

社のＰＲにつながるような形で、何かうま

く一緒に連携してできればということも

考えていきたいと思います。 

 それと、先ほどご提案ありました銘木団

地のＰＲも、一枚板を掲示するとか、そう

いったことも実現可能なのかどうか、今後、

また阪急とＪＲと協議できる機会がござ

いましたら、検討してまいりたいと考えて

おります。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、２回目

のご質問に答弁させていただきます。 

 まず、会計年度任用職員の保育士であっ

たり学童保育指導員の採用等、人事課との

かかわりというお問いでございました。 

 これまでも採用選考の手法でございま

すとか、なかなか人が集まらないというよ

うな職種に対しては、任用の形態の関係で、

もう少し短い時間なら勤めることができ

るとか、そういうような職種もあるのでは

ないかということで、各課と人事課のほう

で協議を行うと、そういうことはこれまで

も行ってまいりましたし、今後もそれは継

続していきたいと考えております。 

 ご質問にございました一部職種で不足

がなかなか解消しないというような問題

につきましても、この４月に会計年度任用

職員の制度というのが各市でそろいます

ので、各市の状況と本市の勤務条件といい

ますか、そのあたりの比較というのも人事

課のほうでは行ってまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 それから、総務事務センターの今後の方

針というようなお問いでございました。 

 この総務事務センターの委託をまず検

討する段階で、各課にこういったセンター

に委託に出すことができる業務があるか

どうかというような、そういった調査を行

ったわけでございまして、先ほど申し上げ

た実際に委託を実施している課以外から

も、こういう業務ができるんじゃないかと

いうような声がございました。今後におい

ては、そういったことも想定をしながら、

今回の事務委託ということで委託を開始

をしているわけでございますけれども、ま

ずは現在は委託開始直後ということもご

ざいますので、現在の業務を適切に実施を

していくということがまず第一優先かな

と。その上で、その後においては、委託の

拡大ということの想定もございますので、

随時、検討していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 政策推進課にかか

わります行政経営戦略を策定するにおい

てのパブリックコメントについてのご質

問にお答えをさせていただきます。 

 先ほど委員からのご質問でもございま

したけれども、私どもといたしましても、

行政経営戦略をつくった後にパブリック

コメントに出していくんですけれども、そ

の中で広報であったりホームページに工

夫を持ってやっていくというのは考えて

はおります。ただ、今、具体的にどういう

形でというのは考えはまだちょっとでき

ておりません。今回の行政経営戦略につき
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ましては、分野別計画の集合体となってお

りますので、どちらかというと、この行政

経営戦略の考え方を皆さんにわかりやす

く見ていただけるような工夫を凝らして

いきたい。より手にとって見ていただける、

興味を持っていただける仕掛けを我々と

しては考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 摂津市として

もＬＧＢＴのパートナーシップ宣誓証明

制度を行う予定がないのかについての質

問にお答えさせていただきます。 

 ＬＧＢＴを支援する同性パートナーシ

ップ宣誓証明制度を行う取り組みが大阪

府内でも徐々に行われていることは認識

しております。しかし、私どもが同性パー

トナーシップとして宣誓証明書を発行す

るということにつきましては、例えば男女

間の婚姻関係と同等の生活ということを

どのように認定したらいいのか、一般の戸

籍、住民票が全て法律に基づいて発行され

ていることから全国で通用するものなの

ですが、そういったものに基づかないで条

例で発効する証明書の実効性がどの程度

担保されるものなのか、また、先ほど申し

上げたとおり、大阪府のパートナーシップ

を活用することで、市独自でする必要性、

また、各課の制度において実情の把握と課

題の整理が現在は必要であると考えてお

ります。 

 今後は、既に制度を実施した自治体に確

認をしまして、課題でありますとか、そう

いったことを確認していきたいと思って

おります。 

 いずれにいたしましても、まずは社会全

体が性の多様性を認めた上で、これを理解

し、尊重していくよう意識啓発をしていく

ことが重要であると考えております。 

 以上です。 

○野口博委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５４分 休憩） 

（午後 ０時５８分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

  弘委員。 

○弘豊委員 それでは、３回目になります。

ほぼほぼ要望としておきたいと思います。 

 最初に、シティプロモーションにかかわ

って、こちらから１回目、２回目も含めて

要望みたいな感じの質問でしたけれども、

やっぱり魅力の発信ということをしてい

く限りにおいて、市民自身がその魅力を感

じられるようなまちづくりというような

ことが大事だと思ってますし、やっぱり周

りへの発信という点におきましては、今回、

いろいろと専門的な知恵も借りながらや

っていくというようなことで進めており

ますので、計画を執行していく中において、

いろいろと大変なこともあるかと思いま

すけれども、市民と一緒に取り組んでいく

という姿勢で、また、市役所内のさまざま

な部局横断的に各部のいいところ、進んで

いるところ、また、そういったところがな

かなか見えなくても、それをやっぱり後押

しするようなことも含めてやっていただ

けたらなと思います。 

 広報せっつの中でこれまでにもいろい

ろと発進していることもありますので、そ

ういったことなんかもやっぱり参考に取

り組んでいただけたらと思います。 

 次に、人事課にかかわって、会計年度任

用職員のことなんですけれども、保育所や

学童保育のことでちょっと言いましたが、

これも担当している部局、例えば次世代育

成部とかが、採用のノウハウを持ってない

ということなんかも、ある意味、なかなか



- 29 - 

 

人集めに苦慮している原因の一つにある

のかなと感じていて、去年１年、私、文教

上下水道常任委員会のほうに所属してま

したけれども、民間委託の議論の中で、な

かなか人集めが大変だといいながら、募集

の広告、民間の情報誌なんかに広告を載せ

たら、それで応募があったりという、そう

いうのも、その間、経験して、何も民間だ

けが採用に関するノウハウを持っている

わけじゃない、市役所のほうでも、この間、

人事課のほうが職員採用にかかわっては

いろんな工夫というか、アイデアも出しな

がら取り組んでこられていると思うんで

すよ。そういったことからしたら、臨時職

員、これまで非常勤職員とかそういったこ

とが、今後、会計年度職員というようなこ

とになりますけれども、それを募集かけて

いく際にも、いろんな人事課が持っている

そういうスキルやノウハウでもって担当

課をフォローしていくというか、そういう

のも必要になるんじゃないのかなという

ことを思っています。そういった点では、

ぜひ正職じゃない会計年度任用職員の採

用の問題なんかにしても、担当課が困って

いるようだったら、しっかりとそこをフォ

ローするということを心がけてやってい

ってもらえたらと、これも強くお願いして

おきたいと思います。 

 それと、総務事務センターの問題にかか

わっては、別に業務委託を拡大すればいい

と私は思っているわけでは決してないの

で、ただ、それをすることによって、職員

をほかのところで活躍してもらえるとい

うことで、これまで進めていってもらえて

いるということでは理解してますので、そ

の点については以上としておきたいと思

います。 

 あと、行政経営戦略の策定についてです。

パブリックコメントのことについては、何

がしか工夫もしながらというふうなこと

を今後も検討されているということです

ので、そういったところには期待したいと

思いますけれども、あらゆる形で市民の声

や力を反映していくということについて、

決算審査のときにもちょっと総合計画の

実施計画のことを申し上げたかと思うん

ですけれども、今の行政経営に対する市民

の満足度みたいなことの指標があったか

と思うんですよ。その中で、決して高い数

値でなくて、目標とは大分乖離しているな

ということで指摘もしたんですけれども、

市民がそこの計画に加わって、一緒につく

っていくということを進めていくことが、

そこのところをより近づけていくような

一つになるんじゃないのかなと思ってま

す。 

 例えば以前の経験で、私が前の職につい

てたころなんですけれども、障害のある人

の地域の施設をつくっていくようなこと

を進めていく際に、地域の方たちとの関係

で、反対運動が起こるようなことがままあ

るんです。なかなかそういう障害がある人

たちの地域生活の受け入れみたいなとこ

ろが理解がされにくいという時代も以前

はありました。ただ、そうやって反対もあ

って、でもそれを説得というか、一緒に説

明会とか、一緒につくっていこうという、

そういう取り組みを進めていく中で、やっ

ぱりその施設自身が地域に溶け込むよう

な形でうまく進められていくような事例

というのがありました。 

 ただ一方で、何の反応も余りなくてでき

た施設というのは、後からいろいろと問題

が出てくるような、そういうことも実際に

あって、そういうことからしたら、市の進

めていく計画とか、市のやっていく事業と
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かにしても、反対の声とかというのが出て

くるかと思うんですけれども、でもそれを

一緒に解決していくような、そういう形で

つくっていくというようなことが、後々、

やっぱり満足度というか、理解につながっ

ていくのかなと思います。 

 そういった点で、行政経営戦略について

も、今後、つくっていく中で、ぜひぜひ市

民の声と力とでつくっていってもらえた

らと思います。 

 あと、最後、パートナーシップ証明です

けれども、これは言ってみたら、婚姻届は

男女でないと今は出せないわけですけれ

ども、婚姻届はやっぱり市町村が窓口とし

て受け付けるわけですよね。大阪府が、今

回、制度としてつくりましたけれども、大

阪市、堺市、それから枚方市、大東市、交

野市ですかね、大阪府内ではこれらの市の

ほうではやっているということで、それ以

外の市町村については、大阪府の窓口で受

け付けますという、今はそういう状況にな

っている中で、摂津市としてもいろいろ課

題はあると思うんですけれども、これを、

じゃあ今の時点で摂津市として制度化し

ても、なかなか実効性のあるような、行政

の制度と結びつくようなことではないに

しても、ちょっと一歩前に踏み出すという

ような形で検討をしていってもらえたら

ということで、ぜひお願いしておきたいと

思います。 

 私のほうからは以上です。 

○野口博委員長 弘委員の質問を終わり

ました。 

 続いて、藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、質問させてい

ただきたいと思います。 

 まず、先ほど来、議論がありましたが、

会計年度任用職員についてでございます。 

 これは予算書の１０ページに載ってい

るんですけれども、去年の９月に条例は改

正がなされたということはお聞きはして

いるんですけども、私もこの会計年度任用

職員に係る制度説明書というのはちょっ

と目を通して、一応一定は理解はしている

んですけども、もう一回、確認という意味

で、お答えをいただきたいと思います。 

 まず、この新たな期限付職員である会計

年度任期職員制度が新設されるというこ

とで、臨時職員、また非常勤職員、いわゆ

る非正規職員の随分任用要件を厳格化し

たということと、また、これはこの４月１

日から施行されると。これによりまして、

今まであった特別非常勤職員というのは

学識者が専門知識に基づいて助言や調査

を行う場合に限定すると。それ以外はなく

なるということだったりとか、臨時的任用

職員は常勤職員の欠員補充の場合にのみ

限定されると。それ以外は会計年度任用職

員であるということでございました。制度

的なものとしては、一応、同一労働同一賃

金という国のほうが考え方を持っている

ようですけども、この会計年度職員は常勤

の人たちと、それからパートタイムの人に

分かれるということになってますね。そう

いうとこら辺は一応一定理解しているわ

けですけども、これまで働き方によって通

称でいろいろ呼ばれてきました。行政パー

トナー、それから普通アルバイト職員です

ね。これは１０か月働いて２か月お休みに

なるような働き方でしたかね。あとは繁忙

期にはおられる臨時職員の方もおられま

す。例えば市民課のところに行くと、１月

から６月ごろまではたくさん人がいては

って、それも大体よく見た、またこの人来

てはるわみたいな感じの常連のような方

がいてはったり、専門用語ではなくて、こ
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ういう私たちが通常聞いている人たちが

どのように集約されていくのかというこ

とと、それからまた、今後こういう呼び方

は一切なくなって、フルタイムとパートタ

イムの会計年度任用職員という呼び方だ

けになっていくのか、それとも、まだまだ

呼び方としては、通称としては残っていく

のか、それとも完全に切りかえてしまうの

かということですね。その辺と、あと再任

用職員、我々はよく使ってますけども、定

年されたら、その後、再任用職員になられ

る方もいらっしゃいますけども、そういう

方との関係、後は任期付職員というのもあ

りましたけども、そういうことも含めまし

て、これは通称になると思いますけど、そ

の辺を一度整理をさせてください。１回目、

そうですね。 

 それから二つ目ですが、摂津市の人材育

成実施計画が改定されるということで、市

政運営の基本方針に載っています。ちょう

ど令和２年度で現計画が満了であるとい

うことです。いよいよこれからその検証と

改定に取り組んでいかれるということに

なろうと思いますが、その改定に向かって

の概略的にポイントとなることについて

教えていただきたいと思います。 

 ３番目、職場におけるハラスメント防止

指針についてですが、ハラスメント防止指

針というのが平成３０年に策定をされて

いまして、これに基づいてハラスメントの

防止がなされていると思いますが、これは

決算審査のときにもお聞きしました。この

防止指針に基づいてしっかり励行されて

いると認識していますが、国の指針が、い

よいよパワーハラスメント等についての

指針が出てまいっていますが、どのような

改正が必要になっているのか、概略につい

てご答弁いただきたいと思います。 

 ４番目、働き方改革です。 

 人事課に関連いたしまして、職員の働き

方改革を遂行されていると思います。平成

３１年４月に労働時間短縮に向けた全庁

的取り組みという指針が出ていまして、そ

れに基づいて実施をされていると思いま

すが、それぞれの課から提案も受ける形で、

内部でいろいろ取り組みをしていこうと、

こういうことで記載がなされていますが、

その中身、概略について、まず教えていた

だきたいと思います。 

 ５番目、シティプロモーション戦略につ

いてです、 

 先ほど来、何度も議論されています。予

算概要１６ページに載っていますが、この

シティプロモーション戦略については、大

きなＱＲコードを市役所壁面に設置する

ということとか、銘木団地とコラボしたイ

ベントを開催するということが表記をさ

れていますけども、このシティプロモーシ

ョン戦略も、まずパブリックコメントをし

ていただいておりますが、課長のほうにち

ょっとわかりにくいということを言いま

すと、早速、ホームページの一番トップの

ところに、四角い囲みでシティプロモーシ

ョン戦略を出していただいております。適

切な対応をいただきましてありがとうご

ざいます。 

 この中でキャッチフレーズ、これはとて

も大事だと思うんですね。「ちっちゃな摂

津の、でっかな野望」とされています。間

もなく策定をされていくわけですけど、い

よいよこのキャッチフレーズを周知をし

ていく、発信をしていくということになる

と思います。先ほど駅のところに何か書き

たいと、看板を設けたいというようなこと

もおっしゃっていましたけども、具体的に

発信、周知方法について、どんなふうにし
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ていかれることが、今、考えられているか。 

 それと一方で、先行して昨年１１月から

ことしの２月まで、阪急電車の中づりで、

ちっちゃな摂津のでっかな健康野望とさ

れてますね。既にそれが先に発信をしてい

るわけですけども、発表されたような形に

なっているんですけども、このような使い

方、でっかな野望の間にいろんなものを挟

んで、今後、いろんな課でいろんなこのタ

イトルを利用して打っていくようなこと

になるのか、まず一番最初に出ているのは、

ちっちゃな摂津のでっかな健康野望とい

うのが先に電車の中づりで発表されてい

るわけですけど、その辺の考え方について

お答えください。 

 ６番目、ＦＭ推進事業です。これも、先

ほど来、出ています。 

 令和２年度は個別の施設計画を再編さ

れるということでございます。令和２年度

の早い時期にパブコメも行っていただい

て、先ほど秋ごろには完成されるというふ

うにおっしゃっていただいてましたけど

も、今、策定されている途中、ほぼでき上

っているのかもわかりませんが、現時点で

さまざまな課題があれば、ご答弁いただき

たいと思います。 

 それから、令和２年度においてもＦＭ連

絡会メンバーというのが主軸になって、い

ろいろ施策の点検の手引きですね、施策の

点検の手引きというのももらいましたけ

ども、そういうものの研修をしたりとか、

行っていくということでありましたが、資

産活用課として再編されていく中で、今後、

どのような連絡会のメンバーで確立され

ていくようになるのか、運営されていくよ

うになるのか、これをちょっとお願いした

いと思います。 

 それから７番目、第３次の摂津市特定事

業主行動計画についてです。 

 これは法律に基づいてつくらないとい

けないという計画でして、次世代育成支援

対策推進法というのと、それから女性の職

業生活における活躍の推進に関する法律

に基づいてつくらないといけない。摂津市

も事業主ですから、事業所としてつくらな

いといけないというものです。平成２８年

３月に策定をされていまして、令和元年度

で一応満期になると。こういう計画になっ

ていますが、令和２年３月３１日が計画期

間ですね。女性職員の活躍推進に向けた取

り組みについて、活躍に向けた数値目標が

載っています。４点載っていますけども、

この令和元年度の目標の現在での実態と

目標との関係について、どのように内部評

価がなされているのか。これの中身ですが、

採用した職員に占める女性職員の割合と

いうのが３５％目標が出てます。これは多

分クリアできると思うんですね。それから

管理的地位に占める女性職員の割合が２

０％という目標です。それから男性の育児

休業取得率１５％、男性の育児参加休業取

得率が８０％、これが目標なんですね。令

和元年度末の目標になってますが、その現

状についてです。 

 それから、今後、後期計画が策定をされ

ないといけないんだろうと思うんですが、

その考え方についてお願いいたします。 

 ８番目、第３期摂津市男女共同参画計画

ウィズプランの推進についてです。 

 これは先ほどもちょっと話題に上がっ

てますが、これは２０２１年までの計画で、

中間見直しをして令和３年度までが任期

満了ということで、今年度の予算の中では

アンケートをとったりというふうに、そろ

そろ準備をするための予算も組み込まれ

ていくわけでございますが、２年、３年と
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かけて中身の検証をして、そして第４期計

画へとつないでいくということになると

思いますが、そのウィズプラン計画達成を

目指した取り組みを令和２年度も推進さ

れていくと思いますが、これはいろいろ中

身があるんですが、ちょっと３点に絞って、

どういう取り組みになっているかという

ことを聞きたいと思います。 

 この中に載っていることですが、一つは、

先ほどありました審議会などへの女性の

参画の推進ということです。おおむね３

５％が目標になっていますけども、今、恐

らく全部合わせると３５％、ところが個別

でいくと、なかなかそうはなっていない。

これは随分前からそういう状況になって

いると思うんですけど、取り組みについて。 

 それから２番目は、防災に関する政策方

針決定過程への女性の参画拡大という問

題について、どういう取り組みになってい

るか。 

 ３番目に、高齢期女性や若年女性の貧困

対策、特にひとり親家庭の対策について、

それぞれの取り組みと実態、それから令和

２年度での取り組みについてご答弁お願

いしたいと思います。 

 最後に９番目、ＳＤＧｓの推進について

でございます。 

 これは代表質問でもさせていただきま

した。周知が大事だということで、随分、

要望にとどめているわけでございますが、

その周知方法ですね、まず、行政経営戦略

の中に、今度はＳＤＧｓ１７項目の定義づ

けを明記をするという答弁をいただいて

おりますので、その後、市がいろいろ作成

するイベント等のチラシには、ＳＤＧｓの

ロゴのマークを記載を始めていくという

ことで、市民には周知ができるということ

でした。しかし、まだまだ市民の多くがＳ

ＤＧｓそのものを理解できていない、知ら

ない人も結構いらっしゃいますので、そこ

で、もっと戦略的な取り組みで、どこより

も市民の理解を広げて、できればオール摂

津で取り組むようなイメージが必要だと

思います。例えば広報せっつで特集を組ん

でいただいて、ＳＤＧｓとは何なのかとい

うのを周知を図るということとか、また、

協働ですから、市民団体と協働でＳＤＧｓ

のパネル展を開くとか、また、ＳＤＧｓの

ゲームのセットがあったりしますけど、そ

ういう市民ゲーム大会的なものを開催す

る等で、戦略的なＳＤＧｓの周知の取り組

みをしていくことも必要だと思いますが、

これについてお考えをお願いしたいと思

います。 

 １回目は以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、１番目

から４番目までのご質問に私のほうから

答弁をさせていただきます。 

 まず、会計年度任用職員のお問いがござ

いました。ご質問の中にございました行政

パートナーの方ですとか、アルバイトの方、

短期的な臨時職員の方、さまざまおられま

すけれども、現状、お勤めをいただいてお

ります一般職非常勤と呼ばれる職種の方、

それから臨時職員ですね、事務的な方も中

にはおられますし、作業的な業務を担って

おられる方も中にはおられます。このよう

な方は会計年度任用職員としての位置づ

けということになってございます。この会

計年度任用職員の中にもそれぞれの職種

の名称というのは残りますので、全ての方

が、区分としては会計年度任用職員、任用

根拠は同じくくりにはなるんですけれど

も、職種自体は残るということでご理解を

いただけたらと思っております。 
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 それから、フルタイム、パートタイムの

お話もございましたけれども、フルタイム

は常勤職員と同じ週当たり３８時間４５

分の勤務をされている非常勤職員ないし

臨時職員の方、この方がフルタイム会計年

度任用職員ということになりまして、それ

以外の方につきましては、全てパートタイ

ム会計年度任用職員ということで位置づ

けをされるということでご理解をお願い

したいと思います。 

 それから、再任用、任期付職員のお問い

もございました。この二つの職種につきま

しては、常勤職員と同等の業務、責務を担

って職務を遂行する方ということになっ

てございまして、再任用の方で短時間勤務、

週４日の方もおられたりはするんですけ

れども、位置づけとしては、常勤職員と同

様の責務を担っていただくと、そういうこ

とでご理解をお願いしたいと思います。 

 それから、２番目のご質問で、人材育成

実施計画の改定のポイントということで

ございました。 

 人材育成実施計画は次年度、令和２年度

の末で第２期が期限を迎えるということ

で、来年度に改定を予定をいたしておりま

す。前回の改定作業を行いました平成２７

年度と現在とを比較しますと、少しずつ本

市を取り巻く状況というのも変化してき

ていると考えております。ＩＴ技術の進歩

であったり、世代間のギャップ、委託の拡

大、それから経験者採用の職員割合など、

当時よりも進んできているものというの

がございますし、高齢化や人口減少など新

たな課題というのも出てきております。自

治体に求められる役割というのが少しず

つ変化をしてきている中で、職員が果たす

役割、能力、こういったものも変化をしな

ければならないという部分もあると思っ

ております。いずれも改定の折にはしっか

りと踏まえる必要があるんですけれども、

次期改定につきましても、現状把握の意味

から、職員の意識調査等、このあたりをし

っかり行った上で、所属ごとの職員による

議論も踏まえて改定してまいりたいと考

えております。 

 それから、３番目のハラスメント指針の

関係のご質問がございました。 

 ご質問でもご紹介いただきましたとお

り、国におきましてパワーハラスメントの

法改正、法的な位置づけというのがきっち

りなされまして、一定のものということで、

国が指針を示している状況にございます。

本市におきましても、ハラスメント指針の

中で、今回、法的な位置づけがなされたパ

ワハラも一定明記をしているわけなんで

すけれども、より明確な、類型が分かれて

いたりですとか、定義の部分が明確化され

たり、そういった部分というのは、きっち

りと本市のハラスメントの指針にも入れ

ていかないといけないと思っております。 

 それから、そのほか、国会でも議論があ

りました顧客等からの著しい迷惑行為が

認められた場合、その場合の組織としての

対応というところもこの国の指針の中に

は盛り込まれておりますので、このあたり

は本市のハラスメント指針の中にはござ

いませんので、このあたりもきっちりと対

応する方向で検討していきたいというふ

うには思っております。 

 それから、働き方改革の労働時間縮減の

取り組みということでございました。 

 概略をということでございまして、この

取り組み自体は、働き方改革関連法の施行

に伴いまして、今年度の４月以降、時間外

勤務の上限時間が設定されるですとか、そ

ういうような動きがあったわけなんです
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けれども、庁内でさまざまな議論を行いま

して、今できるものからしっかり取り組ん

でいこうということで、協議の上、決めた

取り組みということになってございます。

これまでの取り組みの徹底という部分と

新たな取り組みという、大項目で分けると

二つの項目がございまして、取り組みの徹

底で申し上げますと、ノー残業デーの徹底、

週休日の振りかえ、また、チャレンジドオ

フィスの活用など、このあたりの徹底を行

うと。計６項目ほどございますけれども、

設定をいたしております。 

 また、新たな取り組みとしては、年次有

給休暇の取得促進、時間外における電話問

い合わせの禁止、よくある問い合わせのホ

ームページ掲載等、計５項目、時間短縮に

資するものということで、新たに取り組も

うということで記載をしているわけでご

ざいます。一定、半年たった段階で、各所

属のほうからは中間報告というか、アンケ

ートをとっておりまして、半数以上が取り

組めているというような回答もございま

すので、このまま継続して取り組んでいき

たいとは思っておりますけれども、年度末

を迎えまして、時間外勤務の時間数の状況、

これらも加味して評価をしていきたいと

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 亀谷市長公室参事。 

○亀谷市長公室参事 シティプロモーシ

ョン戦略におけるキャッチフレーズコピ

ー、「ちっちゃな摂津の、でっかな野望」

の今後の周知の仕方と今後のキャッチフ

レーズの活用、展開の仕方についてご答弁

させていただきます。 

 現在、本市のブランドやキャッチフレー

ズなど、本市の魅力を紹介するリーフレッ

トを作成しております。市外の住民を中心

に不動産会社や沿線の方々に配布をして

まいりたいと考えております。そのような

形で周知をしていきたいと考えておりま

す。 

 また、次年度に向けて本市のイメージや

ブランド要素を詳しく伝えるシティプロ

モーション専用のサイトを構築する予定

でございます。そちらからもキャッチフレ

ーズ、「ちっちゃな摂津の、でっかな野望」

に基づいた本市の魅力を発信していく予

定でございます。 

 また、委員がご質問のキャッチフレーズ

の活用、展開につきましては、各課との連

携をしながら有効な活用をしていくこと

を考えております。例えば、「ちっちゃな

摂津の、でっかな健康野望」をこの１１月

から２月に展開させていただきました。今

後は例えば産業振興課だったら、「ちっち

ゃな摂津の、でっかな産業の野望」や、「ち

っちゃな摂津のでっかな子育て野望」や、

「でっかな安心・安全野望」や、「でっか

な教育野望」などなど、各課と連携をしな

がらキャッチフレーズを有効に展開して

いこうと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 池上市長公室参事。 

○池上市長公室参事 それでは、ＦＭにつ

いてのご質問にお答えさせていただきま

す。 

 先ほども申し上げましたけれども、現在、

計画の策定に向けて鋭意取り組んでいる

ところでございます。その中で課題と言い

ますか、本編等かなりでき上ってきている

んですけれども、今まだ詰め切れていない

ところが個別施設における再編検討時期

等々をいつから行うのかというのが、まだ

最後、詰め切れていないところでございま

す。 
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 計画では、公共施設の再編の対象とする

施設は１４６施設、３５１棟で、そのうち

既に法定耐用年数が過ぎている施設が９

０施設、１６７棟ございます。これを優先

的に再編の検討に持っていって、検討しな

ければならないんですけれども、一度に全

てを検討できませんので、施設の現状や地

域の状況などを考慮しまして、第１次検討

対象施設を抽出し、計画に反映していきた

いと考えております。 

 施設管理についてですけれども、これま

でも営繕担当と管財担当とは連携し、施設

管理に取り組んできております。また、こ

の２年間にＦＭ連絡会を通じまして、一斉

の施設点検を初め、点検に基づく修繕優先

度判定など、新たな施設管理の手法等にも

取り組んでまいりました。４月から新たに

資産活用課としてスタートいたしますけ

れども、一つの課になるメリット、管財、

ＦＭ、営繕が一つになるメリットを生かし、

ＦＭ連絡会等々も通じまして、さらなる施

設の安全・安心、快適に利用できるよう施

設管理に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、７番目のご質

問に答弁をさせていただきます。 

 ご紹介いただきました特定事業主行動

計画の見直しの件でございますけれども、

平成２８年度から今年度までが第３次の

計画の期間ということになっておりまし

て、ご紹介いただいた数値目標は今年度の

数値目標として掲げたものでございます。

今年度、これまでの状況ということで、少

し年度末まで数値の変動はあるかもわか

りませんが、把握している数字として答弁

をさせていただきたいと思いますが、採用

に占める女性職員の割合が、目標３５％に

対して３２．１％、それから管理的地位に

占める女性職員の割合が、目標２０％に対

して１６．１％、男性の育児休業取得率が、

目標１５％に対して７．１％、男性の育児

参加休暇取得率が、目標８０％に対して６

３．６％ということになってございます。

この項目の中では男性の育児休業取得率

については、前年よりも向上はしてきては

いるんですが、いずれも目標値を下回って

いる状況にはございます。これまで各項目

を達成するために行動目標も掲げ、実績を

分析しながら取り組んでまいりましたけ

れども、今計画期間における取り組みは十

分な結果には至っていない、そのような状

況にはございます。これらを踏まえて、も

う少し踏み込んだ計画をということで、本

年４月に向けて次期計画を作成中でござ

いますけれども、庁内のさまざまな意見な

ど、必要な議論も踏まえながら、より実効

性のある取り組みを検討してまいりたい

と考えているところでございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 では、人権女性

政策課にかかわりますウィズプランの計

画達成を目指した取り組みについてお答

えさせていただきます。 

 質問について３点あったかと思います。 

 まず１番目、審議会の女性の参画の推進

についてでございますが、委員がおっしゃ

ったとおり、現在、全委員会、審議会の女

性の比率は３４．１％となっています。た

だ、女性委員がゼロの審議会が現在４あり

ます。以前でしたら、農業委員会につきま

しても、女性委員はゼロでしたが、農業委

員の選出方法が、農業委員会の法律改正に

よって、現在は女性も青年も積極的に登用

するよう国からの働きかけもあったこと
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から、女性委員が１名参加されています。 

 ただ、例を挙げますと、摂津市空家等対

策審議会については、建築関係の学識者等

が委員になるというところでゼロとなっ

ております。先ほど松本委員の際の答弁と

重なりますが、女性人材登録制度に、今回、

建築関係の方を登録いただいたこともあ

り、今後、改正時には各担当課のほうで活

用いただくよう働きかけていくつもりで

す。 

 ２点目の防災に関する施策、方針決定過

程への女性の参画拡大についてですが、防

災に関する政策方針決定過程への女性の

参画拡大については、令和元年度から始ま

りました防災サポーター制度に防災管財

課と共同開催させていただいております。

その中で、男女共同参画の視点に立った避

難所運営など、女性が参画できるよう、人

権女性政策課の講座も実施させていただ

いております。今後、令和２年度以降につ

きましても、防災管財課と連携し、継続し

てまいります。 

 ３点目、高齢期女性や若年女性への貧困

対策、特にひとり親家庭への対策について

でございますが、男女共同参画センターで

はさまざまな相談ケースがあります。相談

ケースによっては、ひとり親の方の場合に

は、子育て支援課配属の母子・父子自立支

援員と連携し、就業支援の案内を行うなど、

庁内各課での連携に努めております。 

 以上です。 

○野口博委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 ＳＤＧｓについて

のご質問にご答弁をさせていただきます。 

 市民の方への周知につきましては、まず

もって、市職員がそれぞれの事業課で実施

しております各施策や事業の目的や意義

等がＳＤＧｓ等の理念と同じくしている

ことを理解、認識していくことが重要であ

ると考えております。令和元年度には職員

向けのＳＤＧｓ研修を実施させていただ

いておりまして、市職員として理解してお

くべきＳＤＧｓの理念や意義等をカード

ゲームを通じまして理解を深めていって

いるところでございます。 

 今後につきましては、委員のほうからも

少しお話がございましたけれども、イベン

ト等でＳＤＧｓのロゴマークを活用した

り、市民や事業者などを対象とした研修の

展開を庁内連携して検討してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 どうもご答弁ありがと

うございました。 

 それでは、ちょっと順番にまいりますが、

まず、会計年度任用職員についてでござい

ます。 

 今後も通称というのは使われていくん

だということでしたけれども、会計上は臨

時職員とか非常勤職員は今まで物件費で

あったものが、管理は所属課が全部やって

いたということですけれども、これからは

通常の職員と同等ということになりまし

て、会計年度任用職員は人事課で集中的に

管理をしていくと、こういうふうになった

と思いますけども、会計年度任用職員に移

行するということで、給料面とか福利厚生

面では随分変わっていくんだろうと思い

ます。条例でも、今度、給料表に組み込ま

れていくということで、期末手当が出てく

るということで、その分をどうも調整をさ

れて、少し給料が減るようなこともお聞き

しているわけですけども、福利厚生は厚生

年金であった人が一部共済年金に入った

りもするということが載っていますけど
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も、ちょっとこの辺も私にもわかりやすい

ようにご答弁いただきたいと思います。 

 それから、物件費から人件費に移行する

ということで、職員体制の考え方を変えな

いといけないのではないかと思っていま

すが、３回目にちょっと言いますけども、

職員体制の考え方についての変化はある

のか、ないのかについて、あわせてお願い

します。 

 それから、人材育成実施計画の改定に絡

みまして、ちょっと時間がありますと、昔

のことをいろいろ思い出していくんです

けども、思い起こしますと、昔、よく庁内

でミスがありました。ミスがあったときに

は、ノーミス運動というのがありました。

それから摂津塾というのもありました、レ

ベルアップしようということで。ＡＴＯＭ

Ｓ運動ってありましたね。いろいろ運動が

あって、平成２８年度から令和２年度まで

５年間の計画ということでありますね、こ

の計画が。それに至るまで、いろいろ経過

がありました。例えば平成１８年３月に摂

津市人材育成基本方針というのがまとめ

られましたね。それにはちょっとキャッチ

コピーというか、「やる気・元気・本気で

明日の摂津を創造する人づくり」というの

がテーマであった。それから、平成１９年

４月には摂津市接遇ハンドブック、これは

おもしろいタイトルで、「接遇で摂津Ｇｏ

ｏｄ！」というんですね。これもしっかり

活用されておる。それから、その後、平成

２６年１１月には摂津市の業務執行の適

正化推進に関する基本指針というのが出

されてますね。「一人の変化が市役所を変

える」、すばらしいこういうのも職員向け

につくられています。そして、平成２７年

３月には、摂津市職員ＯＪＴ実践マニュア

ル、こういうのがつくられています。それ

ぞれしっかりとこれをもとに職員の人材

育成に取り組んでいただいているんだろ

うと思っているわけですけども、今回のこ

のタイトルは、オール摂津でみずから前例

をつくる職員を育成、計画や取り組みごと

にユニークな名前というか、やる気のあら

われるタイトルがつけられているんです

けども、その集大成というのが、この摂津

市人材育成実施計画、一番最後にできまし

た。この中にはいろいろこの絡みが書いて

あります。ＯＪＴをやりますとか、やりま

せんとかいうのを書いてあるんですけど

も、それぞれ連携して職員育成をされてき

たと思いますが、それぞれどのようにこれ

らの多くの計画が使われてきたのか、関連

性とか、ちょっとわかりやすいようにご答

弁いただきたいと思います。これ、２回目

ね。 

 それから、職場のハラスメント防止指針

の策定です。ハラスメント防止の指針が国

から出されて、大企業についてはことしの

６月１日から義務化、また、中小企業につ

いては、令和４年１月までは努力義務、令

和４年４月１日以降は義務化される。ちょ

っと猶予があるんですね。本市は令和２年

にまた全職員向けのハラスメントアンケ

ートをとられる予定をしていると思うん

ですね。これは３年ごとに取るということ

になってまして、前回から言うと、令和２

年が３年目になるので、ハラスメントのア

ンケートがとられると思いますが、この機

に改定していくべきであると思いますが、

さらにこのパワーハラスメントのことに

ついても、アンケートの内容に、今までの

アンケートとはプラス、市でやると市民と

か、市のいろんな団体とか、そういうこと

になるんだろうと思いますが、そういうこ

ともちょっと含めて、実態を調べるという



- 39 - 

 

ことも必要だなと思うんですけど、そうい

うことも含めて、改正の時期と、それから

アンケートにそういうことを含めて、考え

方をご答弁お願いしたいと思います。 

 それから、働き方改革でございますが、

先ほど残業をとにかく減らそうと、時間外

を減らすということを中心に職員からい

ろいろ提案も募って、６項目にわたって実

践しているということで、半年の中間報告

では実績が上がっているということで、引

き続きやっていくということでございま

した。 

 働き方改革というのは、こういう業務の

改善とかいろいろな部分もありますけど

も、大きな意味で言いますと、先ほど議論

されました、総務事務センターを開設した

ということなんかもつながっていくだろ

うと思いますし、また、市税業務を委託を

すること、令和２年度から始まりますけど

も、市税業務の委託とか、ＲＰＡを導入し

ていきますということも働き方改革には

つながっていくだろうと思います。 

 一方で、人員削減、これも大きな森山市

長の方針がありまして、今までやってきた

わけですけども、人員削減をさらにすると、

今度は働き方改革にとってはマイナスに

働いていきますね。今後の業務の外部委託、

先ほどもちょっと弘委員からありました

けども、外部委託というのも、働き方改革

にとってもプラスですけれども、人員削減

という面にとってもプラスに働きます。こ

ういうことの考え方と、また、人員削減と

はどういう考え方をされているのか、見通

したご答弁をいただきたいと思います。 

 それから、シティプロモーションです。

先ほどリーフレットをつくって配布をす

ることで、このキャッチコピーを広げてい

こうという話とか、専用サイトとかにも載

せていこうということでしたけども、ぜひ

でっかな野望なんで、でっかくＰＲをして

いただきたいと思います。高槻市でしたか

ね、モノレールにラッピングしてました。

これお金はかかるから、ちょっと考えもん

ですけども、うちはセッピィ号なんかを走

らせてますので、こういうものを活用した

したりとか、とにかくでっかい発想で、ま

ずこのキャッチコピーを広めていってい

ただきたいなというのはお願いしておき

たいと思います。その上で、このキャッチ

フレーズに負けない政策をどんどん創造

していかないといけない。何かキャッチフ

レーズはごっついけど、やっていることは

小っちゃいなと言われることのないよう

にしていかなあかんと思うんですが、その

ためには、職員が発想力といいますか、担

わなければいけない宣伝であったり、広報

であったり、営業活動とか、そういう部分

での発想の転換が必要や思うんで、さっき

もちょっと議論では若手職員をしっかり

育成していきますという答えがありまし

たけども、若手職員以外にも、古手職員も

しっかり意識を変えて、それこそ庁内一体

になって、ワンチームでこれは取り組んで

いかないと、なかなか成功しないと思うん

ですね。でっかい本当にいろんな施策を生

み出せるかというと、なかなか難しいと思

います。そういうわくわくするような楽し

いことが発想できる感覚を身につけてい

ただきたいというのと、それとまた自己表

現、外部へ発信できる、そういう能力を養

う必要があると思いますが、今後、職員に

変わっていってもらうためにどういうこ

とを、そのことについてどう思うかと、そ

れから変わっていってもらうことについ

てどんなことを考えられているのか、２回

目の答弁をお願いします。 



- 40 - 

 

 それから、ＦＭ事業です。先ほどの課題

といたしまして、再編時期というのは非常

に難しいと思います。ＦＭチームだけで考

えられないと思います。例えば教育施設で

あれば、教育委員会と一緒になって考えて

いかないといけないということになると

思います。先ほど鳥飼の東部地区の学校の

統廃合なんかの話もあると思いますけど

も、そんなのはやっぱり教育委員会と市民

と一緒になって考えていかないとできな

いと思うんですね。これは大変難しいと思

うんです。 

 もう一点は、ＦＭ連絡会のメンバーと一

体になって、これから施設の管理等をやっ

ていくということでございますが、これは

これでまた、それこそ庁内全体一丸となっ

てやっていく気構えで、庁舎管理をしてい

こうという気構えでないと、自分のところ

の課だけではできないという、それこそ全

体を統括しないとできないような大きな

仕事になると思いますので、庁舎管理とい

う面では、そういうことでは、今後、それ

ぞれの研修もしっかり行っていただいて、

レベルをスキルアップをしながらやって

いただくようにお願いしておきたいと思

います。 

 それで、老朽化するそういういろんな建

物、集会所であったり、市営団地であった

り、これ、今まで答弁としては、個別のＦ

Ｍが上がってからまた検討しますという

答弁はいろいろいただいているわけでご

ざいますが、待ったなしの建物も多くあり

ます。先ほど言われたように、再編時期、

閉鎖であったり、建てかえであったり、ま

た、統合であったりということを考えてい

くということに、これからでき上ってから

恐らくなると思うんです。これが来年の秋

までに全部できるなんてことは思ってな

いですけども、だから個別の管理がある程

度計画ができ上がった以降に、そういう大

きな統合であったりということは出てく

ると思うんですが、その辺のことについて、

どういうイメージを持っておられるのか、

ご答弁をお願いしたいと思います。 

 ７番目、摂津市の特定事業主行動計画に

ついてでございます。 

 なかなか目標に対して頑張っていただ

いたけども、少し難しいところもあったな

というところもあります。しかし、実感と

しては、最初、私が市議会議員にならせて

いただいたころに比べると、女性の管理職

がふえたと思いますし、改善してきている

ことは実感としてあるんです。ぜひこれか

らもしっかり頑張っていただきたいと思

います。４月、また後期計画を策定してい

ただけるということでございますので、ぜ

ひいい計画をしてください。 

 実施計画と第３期のウィズプランです

ね、このウィズプランの中には、実は固定

的な性別役割分担意識ジェンダーに基づ

く性差偏見の解消を目指しますというこ

とで、施策の方向性として、１番目に市職

員がモデルとなり、また、市がモデルの職

場となって、男女共同参画計画を推進しま

すとあります。だから、先ほどと連動して

いると思うんですね。このプランの中の項

目と、先ほどの特定事業主行動計画は非常

に連動していると思いますけども、別々の

ものではないんだろうなと認識をするわ

けですけども、その関係性、位置づけをど

のよう認識されているのかということに

ついてご答弁をお願いしたいと思います。 

 それから、８番目の第３期摂津市男女共

同参画計画ウィズプランの進行の状況に

ついてでございますけども、審議会への女

性参画においては指針がありますね。審議
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会等への女性委員の登用指針というのが

あるんですね。こういうのが出されていま

して、これは各部に出されているので、各

所管の部長さんはこれをしっかりやって

いかないといけない。これは平成２５年１

１月に出されたものですね。だから、各部

署の担当の部長は、この審議会の定員が改

正されるときに、これに基づいて女性をど

んどん入れる努力をしないといけないと

いうことになっているわけですね。今はそ

の後で女性人材の登録制度があるから、こ

こからどんどんやってくださいというこ

とになっていると思いますが、現実のとこ

ろ、果たしてそうなっているのか、部長が

そのとおり守って、問い合わせしてきて、

いい人、誰か入れたいからと、そういう動

きになっているのか、それとも、本当に書

いたものだけになっているのか、ちゃんと

各所管の部長が努力していただいている

のかということについて、答えにくいかわ

かりませんが、ちょっとお答えいただきた

いと思います。審議会の話はそういうこと

です。 

 それから、２番目の防災会議への３割の

女性委員の参加についてということです

けど、これは非常に大事なことだと思いま

す。先ほど、防災サポーター制度について、

今年度から防災危機管理課と人権女性政

策課で一緒に共同開催をしましたと。新年

度も一緒に開催をしていくということで、

女性が多いですから、確かに、しっかりリ

ーダーとして育成をしていただきたいな

と思うわけでございます。防災サポーター

が、一部、地域の自主防災会の中に入りま

したとかいうのも聞いてますから、少しず

つですけど、そういうところへ入っていっ

ていただけるような方が出てきていると

いうことは、明るい兆しだと思います。ま

だまだ少ないんだろうと思いますよ。でも、

これからしっかり、これを根強くやってい

ただきたいなと思っています。 

 それはそうといたしまして、一番もとに

なる、これは前の防災管財課に属しますが、

摂津市の地域防災計画の策定、これは策定

員会が今やってますけども、ここにも本来

は女性が３割ぐらい入っていただいて、女

性の視点を入れてもらいたいと思うわけ

ですけども、一体どれぐらい、何％ぐらい

の女性の参画割合だったのか、答えられる

ようであればお答えいただきたいと思い

ます。 

 それから、３番目の女性の貧困の問題で

す。日本のジェンダーギャップ、これは代

表質問のときにありましたけども、世界１

５４か国中で１２１位、これは以前より下

がったんですよね。今、先進国では最下位

です。なので、このＳＤＧｓの項目の中で

も、ジェンダーギャップを何とかしないと

いけないというのは、日本にとっては喫緊

の課題ですね。女性が貧困に陥る背景には、

固定的性別役割分担意識が解消されてい

ないということで、就労構造に問題がある、

相対的に収入が低い構造的なものがあり

ます。これは日本全体で国が主導して意識

改革とそういう構造改革をしっかり進め

ていくということが根本的解決につなが

っていくことは間違いないわけですが、市

町村でできることはきっとあるんですね。

だから、その中で本市ができること、ＳＯ

Ｓの発信に対する、そういう人たちにピン

ポイントで何とか助けてあげられるよう

な政策が必要だと思います。相談事業もそ

の一つだと思うんですけど、さらにそうい

うことは模索をこれからもしながら、何か

助けられることはないかということを模

索をしながら、国全体でやっていかないと
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いけない取り組みになりますけども、しっ

かりこれも今後も一人も取り残さない取

り組みということで、取り組んでいただく

ことを要望しておきます。 

 次に、９番目、ＳＤＧｓの推進でござい

ますが、これはぜひ頑張ってください。具

体的な取り組みもまた考えていただいて、

大西課長の発想力で、さすがやなという取

り組みを期待しています。これは要望とし

ておきます。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、１番目

から４番目のご質問に答弁をさせていた

だきます。 

 まず初めに、会計年度任用職員の給料面、

その他の変更点の部分のお問いでござい

ますけれども、給料面につきましては、ご

質問の中にございましたとおり、給料表を

適用するという形になります。この給料表

が常勤職員の給料表との権衡を保った形

を本市ではとっておりまして、その給料表

に格付をされた給料月額をもって、時間案

分されることはもちろんあるんですけれ

ども、報酬を支払っていくということでご

理解いただければと思います。 

 期末手当が支給されるということで、本

市では年収ベースでの比較ということで、

改正の折には検討してきたわけなんです

けれども、全ての方が処遇改善になるよう

な形で改正を見込んでいるところでござ

います。 

 このほか、給料格付されることに伴って、

前歴加算といいますか、実績を加味した格

付ということが可能な制度として４月に

導入を予定しているところでございます。 

 そのほかになるんですが、福利厚生の関

係につきましても、職員厚生会への希望者

の加入ということも条件としては改善の

見込みでございまして、このほか有給休暇

の年度当初の付与ですとか、そのあたりも

含めて働きやすい環境にはなってきてい

るんじゃないかと考えております。 

 体制の関係のお問いでございますけれ

ども、今回の法改正で示されておりますの

が、職務内容、役割をきっちり精査をして、

常勤職員が担うべき職務には常勤職員が

当たる、そうでない職務については会計年

度任用職員に担っていただくと、そのよう

な区分けが国のほうからも示されており

ますので、それに基づいた配置ということ

で、現行大きな変更は予定しないというこ

とでご理解いただければと思います。 

 それから、二つ目のご質問で、人材育成

実施計画の関連のお問いがございました。 

 ご質問の中にございました平成１８年

に人材育成基本方針を掲げまして、この方

針に掲げる人材育成を長期的かつ計画的

に実施をしていくための計画として、平成

２２年から人材育成実施計画の第１期が

始まりまして、平成２８年に第２期と策定

を行ってきたわけでございます。 

 この第２期につきましては、毎年の進行

管理ということで、各課での調査・評価と

いうことも行っていただきながら、それぞ

れ人材育成に効果があるかどうかという

ことも評価しながら取り組んできている

ものでございます。 

 業務適正化の方針につきましても、少し

やっぱりミスが目立つというような課題

認識のもと、平成２６年から３年間での集

中的な取り組み行程を定めて取り組んで

きたところでございまして、ミス防止の実

態把握と、それからこの取り組みの中で出

てきました庶務実務研修というのを実施

しておるんですけれども、これは、この３
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年間の取り組み行程を終えた現在も継続

して実施をしておりまして、一定の効果は

あると考えてございます。 

 このほか、ご紹介のございましたＯＪＴ

マニュアルですとか接遇ハンドブック、こ

のあたりにつきましても、職場における人

材育成を推進できるものと、そういうこと

でやっぱり人材育成実施計画を補完する

形で活用を行っていただいているもので

ございまして、これまで申し上げた計画と

ともに、いつでも活用ができるように各課

でファイリングしたものを配置している

ところでございます。このほか、庁内ＬＡ

Ｎでいつでも確認ができるような形とし

て活用しているところでございます。 

 今後の人材育成実施計画の改訂の際に

は、活用状況も含めて調査を行ってまいり

たいと考えているところでございます。 

 それから、ハラスメント指針の関係でご

ざいます。 

 次年度における考え方ということでご

ざいまして、今回、国のほうの指針が示さ

れて、新たな類型でございますとか定義の

部分ですとか、このあたりを早々に盛り込

んでいく必要があるだろうと今、人事課の

ほうでは考えております。 

 次年度におきましては、大企業が施行期

日になっております６月１日までの間の、

できる限り早期に、この法改正の部分、そ

れから指針に示されている部分への対応

として、改訂に取り組んでまいりたいと考

えているところでございます。 

 その改訂を行った上で、実態把握の意味

合いから、その後の状況も含めて職員アン

ケートを実施して、令和３年度に向けて変

更、見直しが必要かどうかということを検

討していきたいと考えているところでご

ざいます。 

 なお、昨年度から取り組んでおります部

長級職員のハラスメント防止宣言、新たな

取り組みにつきましては、組織的なメッセ

ージを発信するという意味合いからも重

要であると考えておりますので、これは継

続的に行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 それから、働き方改革と人員削減等の考

え方という問いでございました。 

 ご紹介いただいた総務事務センターを

初めとする業務の委託の部分につきまし

ては、やはり定例的・補助的な業務として

位置づけできるようなものを委託に出し

ているということでございます。 

 現状、考え方としましては、本来的に行

政の職員が行うべき業務へとシフトをす

るという考え方のもと、委託を実施してい

るものと考えております。 

 今後のＲＰＡの導入等によって作業効

率が著しく向上する、そういう可能性もご

ざいますけれども、一方で、新たな人員を

必要とするという場合も、ここ数年ではや

はり各部署で発生してきておりますので、

法定のものなど行政職員として判断が必

要な業務とそれ以外の切り分けというの

を十分見きわめた上で、委託の検討、それ

から職員の配置ということで考えていき

たいと考えています。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 亀谷市長公室参事。 

○亀谷市長公室参事 キャッチフレーズ

「ちっちゃな摂津の、でっかな野望」を公

開するに当たり、各職員に対する意識づけ

についてのご答弁をさせていただきます。 

 「でっかな野望」というキャッチフレー

ズに負けない、それぞれの施策や発想の転

換を庁内一体となって取り組むこととい

うのは大変重要なことだと考えておりま
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す。 

 職員にも、キャッチフレーズにある「で

っかな野望」という言葉に負けないくらい、

日々仕事に励んでいただけるよう、自己表

現を外部発信することができる能力を養

える研修会やワークショップ、または部や

課ごとの勉強会の実施を考えております。 

 また、職員の意識をわくわくするような

発想の転換というのはすぐには難しいの

かもしれませんが、今年度初めに実施しま

した若手職員中心の研修では、世界の課題

解決の事例を皆で共有して、自治体には見

られない発想の事例解決というのを共有

することによって、若手職員は今までにな

い、自治体ではやったことがない課題解決

の実施事例を考え、わくわくする発想のト

レーニングを実施しました。 

 そのような今までにない自治体の課題

解決ができるでっかな野望を持って取り

組んでいける職員の意識改革を考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 池上市長公室参事。 

○池上市長公室参事 それでは、ＦＭに関

して再編のイメージといいますか、再編を

どのように考えているのかということに

対して、お答えさせていただきます。 

 まず、個別の施設につきましては、計画

では、法定耐用年数の５年前から長寿命化

や集約化、複合化などの、その施設のその

後のあり方について検討していくという

ことにしております。 

 ただ、先ほど申し上げましたが、もう既

に、その法定耐用年数というか、検討時期

を過ぎているのが９０施設１６７棟がご

ざいます。これについて優先順位を決めて

検討していかなければならないんですけ

れども、その検討につきましては、やはり

周辺施設、その検討する施設の機能や地域

性とかそういったものを見て、周辺に同様

の機能を有する施設がないものかどうか、

また同様のサービスを提供している民間

施設がないのかどうなのかなど考慮し、当

然のことながらサービスは低下させない

でしっかり再編していくということを考

えていきたいと思っております。 

 また、地域の拠点となる施設の大規模改

修があれば、その大規模改修に合わせて周

辺施設の機能をそこに集約していくとか、

そういったことも個別具体にいろいろと

考えていきたいと思っております。 

 施設の状況や公共サービスの必要性、地

域の状況・特性などいろいろ違いますので、

その点は時間をかけて検討し、サービスの

提供に必要な公共施設のあり方について、

しっかり検討してまいりたいと考えてお

ります。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 特定事業主行

動計画とウィズプランの関係性、位置づけ

について、ご答弁申し上げます。 

 第３期摂津市男女共同参画計画ウィズ

プランの施策の内容には、「市職員がモデ

ルとなり、また市がモデル職場となって男

女共同参画計画を推進します」とあります。

特定事業主行動計画にもありますように、

市職員が男女共同参画の意識を持って施

策を進めることが必要であり、職員一人一

人が男女ともに仕事と子育てを含む家庭、

地域生活との両立を図っていくことを目

指す必要があります。 

 特定事業主行動計画の中には、女性管理

職の割合と男性の育休の取得率という項

目があります。女性の管理職の割合につき

ましては、女性職員だけではなく男性職員

への意識づけも必要だと考えております。 
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 人権女性政策課では、男女共同参画に基

づく職場環境の見直しに関するアンケー

トを毎年実施しております。その中に、「育

児休業、子の介護休暇、看護休暇などがと

りやすい環境になっていますか」という質

問項目がございます。令和元年度の結果で

は「十分できている」「おおむねできてい

る」が合わせて８６％となっています。 

 しかし、実際には特定事業主行動計画の

目標が現在は達成しておりません。子育て

中の職員を初め、職員一人一人が男女の区

別なく、仕事における活躍を推進していく

体制づくりを人事課と連携しながら今後

も進めていきたいと思います。 

 続きまして、ウィズプランの審議会の女

性参画について、ご答弁申し上げます。 

 審議会の構成メンバーは、関係機関の充

て職となるため、男性がほとんどというこ

ともあります。団体または関係機関に委員

の推薦を依頼するときには、団体の長、ま

たは役職に限定せず、女性の推薦について

協力を求めてまいりたいと考えておりま

す。 

 ２点目の防災会議の件ですが、地域防災

計画の策定委員の女性の参加率につきま

しては、３３名中３名が女性委員となって

おります。 

 婦人防火クラブは、火災予防の知識の習

得や地域全体の防火意識の高揚を目的に、

市域で活動している団体ですが、平成３０

年度には市内に新八防自治会婦人防火ク

ラブ、別府地区に別府婦人防火クラブ、千

里丘地区には三宅地区女性防火クラブが

あります。また、平成２８年４月には、消

防団に市内初となる女性団員が４名入団

されました。 

 先ほど申し上げた防災サポーターの方

と婦人防火クラブ、婦人消防団と防災管財

課とあわせて連携をして、防災分野で女性

が活躍できるよう、人権女性政策課として

も取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、３回目になりますが、一部要

望になります。 

 まず、会計年度任用職員の関係でござい

ますが、待遇関係、職員に移行されるとい

うことについて、給料面、福利厚生面につ

いて改善されているということの答弁で

すので、一応よしとしたいと思います。 

 これは、総務省もさらに待遇改善のため

の改革を目指しているというふうにも聞

いていますので、またいろいろアクション

が国からあるかもわかりません。そういう

のでしっかりその対応もお願いしたいと

思います。 

 それで、一番後ろに給料表が載っていま

すが、昔もよく見させてもらって、どんど

ん人員を削減していっているという話と、

逆に一方で非常勤職員がふえていってい

るという関係を、過去にも随分注目をして

きました。 

 今年度で見ますと、会計年度任用職員は

令和２年度でまとめてありますが５７４

人ということになっています。一般職常勤

職員は５５５名ということで、会計年度任

用職員のほうが多いんです。 

 これは、正職員を減らすと、当然、人件

費は抑えられていきます。会計年度任用職

員のほうが多分、給料が低いので抑えられ

ていくと思うんですけども、今までの経緯

の中で、人員は計画的に削減されていって

いると思うんです。一方で、会計年度任用

職員が、前は名前が違いましたけど、だん
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だんふえてきているんだろうなと私は思

っているんですけど、逆転をしているとい

うようなことになっていますが、これでえ

えんかなと、これが目指す方向やったんか

なというふうに思うたりもするわけです。 

 この機にちょっと、今まで長年ずっと人

事所管にも携わってこられました山本市

長公室長のほうから、ずっと長い目で見て

きて、人員削減をやってきた。一方で、こ

ういうアルバイト職員、今は名前が変わっ

て会計年度任用職員という名前になりま

したけれども、ふえてきて、もう既に一般

常勤職員の人数より多いという現象のも

とで、これが今、摂津市が目指す人員体制

だったのかどうかということを、一度ご評

価をいただきたいと思います。 

 それから次に、人材育成計画についてで

ございますが、これまでいろいろミスがあ

った中で、これがノーミス運動であったり、

ＡＴＯＭＳ運動というようなものもあり

ましたけども、過去を思い起こせばいろい

ろあります。先ほど紹介したのもあります

けれども、それぞれ活用されているかどう

かアンケート等で調べるということでし

たので、それはしっかり調べていただきな

がら、あるものはやっぱりしっかり活用し

ていただいて、人材育成につないでいただ

くということは大事ですので、それはお願

いしておきたいと思います。 

 非常に、先ほどの人材育成計画について

の進行管理は、毎年度末に所属長から報告

をすると。その報告を受けて継承したり、

また、フィードバックする。こういうふう

になっています。 

 このことは、職員の今、評価制度が入っ

ていますが、職員の評価制度とも連動する

と思いますけど、この関連性について、ち

ょっと教えていただきたいと思います。 

 また、ユニークなタイトル、今、紹介し

ましたけれども、「一人の変化が市役所を

変えていく。オール摂津でみずから前例を

つくる職員を育成」といういいタイトルが

ついていますけども、評価はこれからとい

うことになるかもわかりませんが、ある程

度ずっと毎年やられているので内部的評

価はつかんでいただいていると思います

ので、内部評価がどうなのかということと、

また、内部評価がよくても、やっぱり一番

大事なのは、市民にどう評価されているか

というのが大事だと思うんです。 

 その一つの指標として、市役所ロビーの

ところにアンケートが置かれています。い

ろいろ市民からのアンケートの、全般です

からいろいろなことが書いてあると前に

聞きましたけど、その中には窓口対応につ

いてのアンケートなんかも一部入ってい

ると思うんですけども、そういうところか

らうかがえる最近の職員に対する市民の

評価というものがわかるのであれば、あわ

せて、内部評価と市民の評価というところ

でお願いしたいと思います。 

 それから、ハラスメントの防止について

の指針改定でございますが、できるだけ早

い時期に改定をするとお答えいただきま

したので、これはよしとしておきたいと思

います。ぜひ早期に改善をしていただいて、

いろんなことから職員をしっかり守れる

ようにしていただきたいなと。いろんなこ

とがあると思いますから、そういうところ

の部分をしっかり補塡していただきたい

なということを、その後にハラスメントの

アンケートをとるということでしたので、

またしっかりこれもとっていただいて、現

状を把握していただいて、またフィードバ

ックできるようにしていただきたいなと

いうことを、これはお願いして要望として
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おきたいと思います。 

 それから、４番目の働き方改革ですけど

も、これも今後とも職員の働き方改革につ

いて、これは先ほどの人員削減の話と非常

にかかわってきますけども、人員削減の話

とあわせて、こちらのほうは要望としてお

きたいと思います。 

 シティプロモーション戦略、５番目です。 

 そういう意味ではしっかり職員の育成

もやっていただけるということでござい

ます。 

 人材育成計画の改定というのがちょっ

と入っていますけど、やっぱりこれからの

職員の必要な能力の一つには、プロモーシ

ョン力というのも要るんじゃないかと思

います。 

 シティプロモーションの取り組みとい

うのは、広報課だけでは決してなくて、市

役所全体でやらなあかん。それぞれの課や

ったら、その課の人たちが、自分たちの課

でやっていることについてはプロモーシ

ョンしていかなあかんという意識でやっ

ていくべきだと思うんですが、そういう意

味では職員が、さっき言いましたワンチー

ムで戦っていく。戦うという言葉は戦略で

すから、「戦略」には「戦う」という言葉

が入っていますから、戦っていくことが必

要だと思います。 

 そして、我々議員は市民代表ですけど、

市民も同じように、団体も同じように思い

を持って、それこそワンチームで戦ってい

くことがシティプロモーションを成功さ

せる鍵ではないかなと私は思っています

が、ここは副市長のほうからお考えをお聞

かせ願いたいと思います。 

 それから６番目、ＦＭ事業についてであ

ります。 

 これはもう前から私も言っています、そ

れぞれの施設１個だけ見るのではなくて、

エリア全体で考えていくべきだというこ

とを前々から言っているわけですけども、

本当にエリア全体のそういう施設の持っ

ているものもあります。いろんなものを全

部含めて、その上で、この地域にはこうい

うものが必要だ。また、こういうものはも

う合わせたらいいということを、１個だけ

考えるのではなくて、エリア全体でやっぱ

り検討すべきであるということを前々か

ら申し上げております。 

 だから、そういう考え方をしっかり持っ

ていただいて、今後も、ＦＭ連絡会のメン

バー、部署だけで考えていくのは無理なの

で、それこそ市全体で考えていかないとい

けないということになると思います、そう

なると。教育委員会も全部合わせてやらな

いといけないと思いますけども、それこそ、

そういう総合的な施設のあり方、公共施設

のあり方を検討いただきたいということ

で、これは要望しておきたいと思います。 

 それから、７番目の第３次の摂津市特定

事業主行動計画についてであります。 

 これも今度、第４次をつくっていただく

ということでございますので、しっかり検

証していただいて、先ほど課長からおっし

ゃっていただきましたアンケートの結果

なんかもしっかり加味した上で、さらにこ

の目標を新たにまた設けることになるか

もわかりませんが、改善、向上を目指して

取り組んでいただきたいということを要

望しておきたいと思います。 

 ８番目、第３期の男女共同参画計画の進

捗についてでございますが、私は平成１３

年に市議会議員にならせていただきまし

て、私の先輩議員は北川元議員だったんで

すけど、男女共同参画のことについては随

分ご指南をいただきました。 
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 以来、何度も質問してまいりましたし、

最初は当時の総務常任委員会におりまし

たので、特にこのことは自分の一つのテー

マとして、いろいろ質問してきたことを思

い出すんです、今回は時間があるので、し

っかり勉強する中で思い出しましたけど

も、１番目の審議会の女性参画問題につい

ても、当時からそんなに進んでいるわけで

はなくて、各委員会ともなかなか進まなか

った、そういう思いがあります。 

 女性がたくさんいらっしゃる審議会、昔

は「女性懇話会」と言いましたけど、そこ

が女性の比率をぐっと上げるんですね。そ

ういう現状が多少、改善されているとはい

うものの、やっぱり今も変わらないんだろ

うなと思います。 

 それでこの指針になるわけですけども、

この指針を各所属の部長はしっかり励行

していただいて、改選があるときには、も

う由井課長のほうに人材名簿を持ってき

てくれということで、しっかり推進をして

いただいて、励行していただきたいと思い

ます。 

 そして、３年とか４年とかいう任期でど

んどん改選されていきますね、それが全部

一回りになったときには、３０％までとは

言いませんけども、大きく前進しているよ

うになるように、きょうはいらっしゃらな

い部長もいらっしゃいますけども、ぜひ伝

えていただきますようにお願いしておき

たいと思います。 

 それから、この策定審議会、摂津市地域

防災計画の策定委員、今回は３名というこ

とで、前回は１名やったと思うんですけど、

そのことも随分、私は記憶として言いまし

た。東日本大震災が終わって、その後、女

性センターでも女性の意見を防災計画に

入れるということをテーマに頑張ってお

られました。 

 私も質問したことがあるんですけども、

記憶があるんですけど、その後、日本では

珍しいと言われましたけども、平成２６年

に女性だけの専門委員会というのを設置

されましたね、ご記憶にあると思うんです

けど、テレビ電話を使って釜石市の岩崎さ

んなんかも入っていただいて、専門委員会

をつくって、そこで提言書を上げていただ

いて、それを防災計画の中に盛り込むとい

う形をとって、女性の意見を入れていこう

ということになったんですけども、今回の

改定ではそういうアクションがなかった

というのは残念なんですけど、そういう余

り話題にならなかったからかもわからな

いんですけど、常にそういう視点を持って

おかないといけないなというのは、私の今

の感想なんですけども。 

 そんな中で、先ほどご答弁がありました

けども、防災サポーターというのは、ある

意味では切り札になる。実際のリーダーを

育成していこうという切り札になるんだ

ろうと思いますので、これはしっかりと育

成をまたお願いしたいと思います。 

 それから、育成された方を、その方もほ

っとくのではなくて、しっかりスキルアッ

プのためにも、いろいろ定期的に集まって

もらうなりして、さらにいろんな情報が得

られるようなスキルアップも考えていた

だきたいと思うんですね。 

 そうやって育成をして、そして、この資

格を取られても、さらにまた育成をしてい

くということが必要やと思いますので、こ

れもお願いしておきたいと思います。 

 これはこれからしっかり頑張っていた

だくということで、要望としておきたいと

思います。 

 以上です。 
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○野口博委員長 山本市長公室長。 

○山本市長公室長 何点かご要望もいた

だきましたけど、ご質問もいただいた件に

対して、お答えをいたします。 

 まず、令和２年度からスタートいたしま

す会計年度任用職員に関するご質問でご

ざいます。 

 私も１０年近く人事所管にかかわって

まいりました。当初は、我々の入庁当時は

正規職員と臨時職員、また非常勤の特別職

というような職で仕事のほうを回してい

た記憶がございます。 

 その後に、非常勤の一般職というような

形で、規則を先輩職員が立ち上げまして、

その中で条例職員という位置づけではな

くて規則を用いて、その中に任用の件でご

ざいますとか給与条件等々を記載いたし

ました。規則を用いた非常勤一般職という

ような形で業務をしていただいておりま

した。 

 保育所の朝夕のパートでございますと

か、学童保育の指導員等々が、そのような

職員だったと思います。 

 そのような状況を長くしておりました

が、やはり国において、各地方公共団体の

実情をお調べになったときに、統一した考

えが必要ではないかというようなご見識

のもと、会計年度任用職員という制度を、

地方公務員法の改正により、そういう職を

設けられました。 

 その国の動き、地方公務員法の改定に伴

いまして、本市も令和２年度から会計年度

任用職員という形で運用を行っていくと

いうことでございます。 

 決算統計の状況におきましては、臨時職

員でございますとか非常勤一般職は、賃金

という形で労働の対価を支給いたしてお

りました。 

 賃金という費目につきましては、決算統

計上、物件費というような性質的にはそう

いうふうな振り分けになるということで、

正規職員の人件費部分と、違うような形で

統計を行ってまいりました。 

 そのために、非常勤一般職の人数でござ

いますとかは、資料という形ではなくて議

会のご質問の中で、その人数をご説明させ

ていただいたという経過がございます。 

 今般、会計年度任用職員ということで地

方公務員法上の職員の位置づけになりま

したので、先ほど補足説明でも申し上げま

したように、給与費明細の中に会計年度任

用職員の職員数なり報酬、給料、手当の状

況、それ以外の職員の状況ということで掲

載をさせていただいております。 

 このことは、やはり我々も見える化とい

うことは当然していかなければいけない

と思っておりましたので、この改正におき

まして、議会等と市民の方々に予算書とい

う形で、その職員数でございますとか、そ

の方々に伴う必要なお金について明記す

るということは、私としてもよかったので

はないかと思っております。 

 今後のことでございますが、やはり我々

が業務に当たるに当たりまして、まず仕事

の振り分けといいますか切り分けをする

必要があると思います。任期の定めのない

職員がすべき仕事、会計年度任用職員に担

っていただく仕事、また、民間の方々に担

っていただく仕事、庁内におきましては総

務事務のところが民間の方々に担ってい

ただいている業務でございます。 

 あるべき姿は、それぞれの仕事の役割を

明記いたしまして、最小の経費で最大の効

果が得られるような、直営の形でございま

すとか、会計年度任用職員の活用でござい

ますとか、また民間委託業者等々の活用で
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ございますとか、その辺はやはり最小の経

費で最大の効果というところを目標に置

くことが最終目標でございますので、その

目標に対して業務等々を行っていきたい

と思っております。 

 それと、人材育成の関係でございますと

か働き方改革、またシティプロモーション

の観点、ＦＭの観点もご質問をいただいて

おります。全てにおいて職員がやるべき仕

事、意識改革、またＯＪＴでの管理監督者、

管理者の役割が非常に重要になってこよ

うかと思います。 

 まずは一人一人の職員の意識改革を行

うと。これは現在も行っておりますし、今

後も継続して行っていく必要がございま

す。 

 この仕事は後でしようというような職

員はいないと思いますけども、そういう仕

事のやり方ではなくて、今しようと、今、

時間があるからこの仕事をしようという

ことが働き方改革の第一の手法ではない

かと思っております。このことを全職員に

人事課のほうから、現在も周知をしていた

だいておりますし、今後とも継続していく

予定でございます。 

 アンケート等々の詳細については、人事

課長のほうから答弁をさせていただきま

す。 

 ＦＭに関しましても、委員のほうからご

質問がございました。やはりエリアエリア

で施設の特性、また現状、サービス量の現

状も含めて把握をしながら、まず単品で施

設を考えるのではなくて、いろいろエリア

の状況も見ながら検討していくというこ

とは我々としても必要であると思ってお

りますので、今後ともよろしくお願いしま

す。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

２番目のご質問に答弁をさせていただき

たいと思います。 

 まず、ミスの取り組みの評価の問いがご

ざいました。所属長からの報告等の関係と、

それから職員の評価と少し連動の部分で

は、ちょっと答弁になっているかどうかわ

からないんですが、人事評価の中で、各職

員は正確性というような評価項目がござ

いまして、半期に一度、所属長から評価を

受けるというようなことになってござい

ます。 

 そこでミスが多かったとなると、やはり

標準以下の評価結果ということになりま

すし、半期に一度のその評価時には、職員

と所属長の面談ということもございます

ので、そういった形で、各職員個々に関し

ては人材育成を行っている、そのような人

事制度になっているということでご理解

をいただきたいと思います。 

 このほかにミス防止の観点でいいます

と、年に一度１か月間、管理部門において、

時期を定めてミスの内容、それから件数の

把握をいたしまして、次回の庶務実務研修

に生かしていくという取り組み、これもあ

わせて行っておりますので、人材育成、意

識醸成に、そのような形で今、取り組んで

いる状況ということでございます。 

 それから、みずから前例をつくる職員の

育成の内部評価というお問いでございま

したけれども、少しこれも主観的になって

しまうかもわかりませんが、ここ数年で、

やはりみずから研修の受講の提案をした

り受講を希望したりというような、そんな

前向きな、ご自身の能力開発に積極的な姿

勢が見られる、そういう職員が出てきてい

ることであったり、この間に、所属におけ

る重要な役割をこなすということで成長
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が見られる職員もおりますので、一定いい

印象というものも持ってございます。 

 ただ一方で、まだまだ十分ではない部分

も当然ながらあるとは考えておりますの

で、次年度の人材育成実施計画の改定の際

には、意識調査等の分析をしっかりと行っ

て評価をし、定量的な把握を行った上で改

正をしてまいりたいと考えております。 

 最後に、アンケートの部分のお問いがご

ざいましたけれども、少しさかのぼります

けれども、平成２７年度に全庁的な来庁者

アンケートというのを実施いたしており

ます。 

 この際には、来庁された市民の方々から

は、おおむねいい評価をいただいておりま

して、親切な応対が比較的高評価の項目で

あったと記憶をいたしております。 

 直近ではこうしたアンケートは実施し

ておりませんけれども、ご質問の中にござ

いましたロビーのアンケート等で、やはり

よくない状況というのがふえてくるよう

な状況になれば、人事課としてもこういっ

たアンケートを必要に応じて検討してい

かないといけないとは考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 副市長。 

○奥村副市長 先ほどの藤浦委員のご指

摘で、シティプロモーションについては広

報課のみならず全庁的に戦っていかなけ

ればならないというようなご指摘がござ

いました。 

 シティプロモーションの捉え方は多々

あると思います。まずその一つの中には、

そこに住む地域住民の愛着度の形成と考

えます。その先には、地域の売り込みや自

治体の知名度の向上を図るというような

ことも可能でございます。さらに、みずか

らの地域のイメージを高め、経営資源の獲

得を目指す活動等を考えることもできま

す。 

 このように、シティプロモーションの取

り組みは、多方面に広がっていく能動的な

活動と言えます。先ほど藤浦委員がおっし

ゃいますように、戦っていくというような

能動的な活動だということは全く同感で

ございます。 

 地域活性化を進めるために、地元の特産

品をテレビなどのマスメディアでアピー

ルしたり、地元のマスコットとしてゆるキ

ャラをつくったりして、地元地域を宣伝し

ていることは、よく知られております。 

 シティプロモーションとは、このような

自治体ごとの営業活動を総称して呼ぶ言

葉でもございます。近年、地域の魅力を探

し出し、地域のイメージとして確立させる

ことが地域活性化の秘訣となっておりま

す。 

 このように、シティプロモーションとは、

地域のイメージをブランド化し、世間に広

める活動でございます。新しいブランドの

イメージはすぐには定着しないため、根気

と工夫が必要な活動でもあると言えます。 

 そして、忘れてならないことが、地域住

民とともにブランドづくりをするという

意識です。地域にはどのような魅力がある

か住民からヒアリングをし、意見をまとめ

上げ、その上でつくり上げた地域のイメー

ジを世間に発信していかなければなりま

せん。 

 ご指摘のありましたように、職員全員ワ

ンチームとなり、また市民団体とも一つに

なって、オール摂津で取り組んでいかなけ

ればなりません。住民と地域行政の協働作

業こそが、シティプロモーションの核を担

うとも言えるのではないかと考えており



- 52 - 

 

ます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ４回目になりますが、要

望にしておきたいと思います。 

 まず１点目の会計年度任用職員につい

て、市長公室長のほうからご答弁をいただ

きました。 

 今後これは働き方改革等々を踏まえて、

いろんなことと一体になって進めていく

ことになるんだろうと思いますが、その中

にはＡＩもやがて入ってくるということ

になると思いますし、そういう新しいもの

をどんどん取り入れていく中で、やっぱり

基本的にそういう、先ほどのもとに戻りま

すけれども、一般職員の定数のあり方と、

それから非常勤職員、いわゆる会計年度任

用職員の人数のあり方というのは、これか

らもしっかりと注視をして進めていって

いただきたいなということで、これは要望

としておきたいと思います。 

 次に、２番目の人材育成のことについて

であります。 

 これもご答弁いただきましたけれども、

平成１７年度に大量退職が始まりまして、

ピークだったんですよね。それから数年間

で多くの方が退職をされていく。新しい人

が、新規採用がどんどんふえてくる。こう

いう中で、平成１８年度から職員の人材育

成という視点が非常に大事になったんだ

ろうと思うんですけども、それ以前は非常

にミスが多いこともありました。それで職

員提案制度があったり勉強会であったり、

業務の改善、ノーミスに取り組んでこられ

たりとか、それこそこの１５年ぐらいの間

に職員がどんどん多く入れかわっていっ

て、時代も恐らく変わったんだろうと思い

ます。それで新しい職員がすごくふえたと

いうことになると思う。 

 それに合わせて、うまくというかどうか

わかりませんが、人材育成もうまくいって

きたと評価したらいいんだろうと思うん

ですけど、そのように思いたいと思います。 

 ちょっと長い話になりますので、人材育

成という部分を総合的に統括していただ

いて、最後にちょっと副市長からもう一回

お願いしたいと思います。 

 シティプロモーションはありがとうご

ざいました。しっかりとこれはまたやって

いきたいと思います。私自身も同じ思いで

しっかり行っていきたいと、提案もしてい

きたいと思っております。 

 前回の質問のとき、ちょっと紹介しまし

たけど、箕面市がクラウドファンディング

を立ち上げてやっているということは、こ

れはテーマが先進的であれば、やっぱりそ

れはそれで一つのイメージアップにもつ

ながっていくと思うので、そういうことも

やっぱり一例として紹介しましたけども、

これはやっぱり職員の発想力はこれから

非常に大事になると思いますので、このこ

とをまたしっかりと取り組んでいただい

て、これは要望としておきます。この質問

は終わります。 

 以上です。 

○野口博委員長 副市長。 

○奥村副市長 先ほどから人事課長が答

弁申しましたように、過去いろいろな取り

組みをやってまいりました。人材育成につ

いて、その効果については即効性のあるも

のではなく、継続的、長期的な地道な取り

組みによって徐々に効果が得られるもの

と考えております。 

 私自身、人材育成には二つのアプローチ

が必要と感じております。 

 その一つは、仕事をこなす力、いわば職

員の仕事力が求められます。公務に対する
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スキル、職場で経験と勘に基づいて、暗黙

のうちに蓄積されてきた知見、公務員とし

ての心構えなど、一緒に引き継がれ脈々と

継承が繰り返されてきた世代間継承を、よ

り進化させなければならないと考えてお

ります。 

 次に、「経験７割、薫陶２割、研修１割」

というように言われることがありますが、

この比率の適宜は別といたしまして、職業

人として成長するためには、良質な仕事経

験と上司、先輩の指導や薫陶が大切である

ということであります。これはまさしく職

場研修そのものでございます。 

 一般的に経営資源とは、人、物、金、情

報と言われております。公務労働では、特

にサービスというもの、そしてそれらを支

える資金、つまり財政というお金、最後に

はコミュニティとのつながりを意味する

情報が主要な経営資源と言われておりま

す。近年では、これに知恵や技が加わると

も言われております。 

 このように考えますと、経営資源でとり

わけ人、知恵、技は人材にかかわることに

なります。一見、平凡な日常業務の中にあ

る仕事の知恵、技もとうとい知的財産の一

部でございます。後輩諸氏に伝承していか

なければならない貴重な資産とも言えま

す。 

 人材育成は一朝一夕にはいかず、息の長

い取り組みの中で徐々に効果が上がるも

のと信じて取り組んでいかなければなら

ないと考えます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 どうもありがとうござ

いました。副市長からご答弁をいただきま

した。 

 摂津市のこの人材育成計画の改定に当

たりましては、もう一人一人の職員のやる

気がみなぎる市役所を目指して、そしてさ

らに実効性のある計画を目指していただ

きたいと思います。 

 そして、シティプロモーションに寄与で

きる発想力のある人材育成であるとか、ま

た災害時に率先してボランティアに参加

し、経験を重ねる職員だとか自主研究を活

発に行う職員など、能力をどんどん伸ばせ

る戦略的な人材育成を期待いたしまして、

要望として質問を終わります。 

○野口博委員長 そしたら、暫時休憩しま

す。再開は３時２０分でお願いいたします。 

（午後２時４９分 休憩） 

（午後３時１９分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 南野副委員長。 

○南野直司委員 それでは、何点かご質問、

そして提案と要望ということで、させてい

ただきたいと思います。 

 まず１点目、予算概要１０ページになり

ます。 

 職員健康管理事業ということで、職員の

健康管理のための定期健康診断等の取り

組みということで、新年度の中身も聞かせ

ていただきたいと思うんですけども、特に

一昨年起こりました大阪北部地震、あるい

は台風２１号が起こりました。そういった

ときの健康管理体制をあわせて、そして、

この際お聞かせいただきたいんですけど

も、今回の新型コロナウイルスに関して、

新年度４月以降も続くと思いますが、早く

終息したらいいと思うんですけれども、職

員の方の健康管理体制をどのように考え

ているかについて、ちょっとお聞かせいた

だきたいと思います。 

 それから、２点目です。 

 この人事管理事業の中のデジタルサイ

ネージを活用した採用広告をしていくと
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いうことで、さまざまな議論がなされまし

たので、私からはご要望という形でさせて

いただきたいと思います。 

 ご答弁にもありましたけども、ＪＲ大阪

駅、あるいは阪急大阪梅田駅、そして、大

阪メトロの御堂筋線ですかね等々でデジ

タルサイネージに採用広告を掲示してい

くんだということで、１０万人弱の方が見

られるということでされていたと思いま

す。 

 これを機に、しっかりと摂津市のすばら

しいところを、土台は採用広告ですけども、

シティプロモーションとしっかり連携し

ていただきまして、全国に発信できるよう

に連携をしていただきたいと思います。要

望としておきます。よろしくお願いします。 

 それから３点目です。 

 １２ページ、人件費事業について、働き

方改革の観点から、ちょっとお聞きしたい

と思うんですけども、近隣の寝屋川市なん

かは、完全フレックスタイム制を導入され

たりしています。いろいろ賛否あると思う

んです、メリットもあるしデメリットもあ

るし、そういった観点から、摂津市はサマ

ータイム等々の取り組みもされていると

思います。 

 そして、新型コロナウイルスの関係で、

これはちょっと働き方改革と違いますけ

れども、１時間ずらして通勤されたり取り

組んでいるという認識しておりますけど

も、新年度の取り組みもあわせて、ちょっ

とその観点からお聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、４点目です。 

 １６ページのシティプロモーション推

進事業の中で、大型デザインのＱＲコード

を庁舎壁面に設置していくんだという一

歩踏み込んだ斬新な取り組みだなと思っ

ています。多くの方がそれを見られて摂津

市のすばらしさを見ていただくと思いま

す。もちろんモノレールからも見えますし。 

 先ほど藤浦委員からもあったんですけ

ども、セッピィ号に掲載したらどうだと、

今後の取り組みになると思いますけど、私

もそう思います。あるいは近鉄バスに大き

いステッカーをつくっていただいて貼る

とか、もう一つは、市内を走る公用車にそ

ういう大きいステッカーを貼ってアピー

ルされたらどうかなと思います。その観点

から、ちょっとご答弁いただきたいと思い

ます。 

 それから、５点目になります。 

 ２０ページ、鳥飼まちづくりグランドデ

ザイン策定事業ということであります。 

 プロジェクトチームを立ち上げて、そし

て鳥飼地域のまちづくりのビジョンを示

していくんだということでありました。 

 ご答弁の中で、市民の方の意見もしっか

りと取り入れていくん、協働でまちづくり

を進めていくんだというご答弁があった

と思うんですけども、その観点は非常に私

は大事だなと思います。 

 あらゆるそういった団体の方、あるいは

多くの市民の方の意見を取り入れていく。

鳥飼のまちづくりのグランドデザインに

エッセンスを織り込んでいくんだという

そのタイミング、方針を出されてからそう

いう多くの意見を取り入れていくのか、方

針をつくる上で多くの意見を取り入れて

いくのか。もちろんパブリックコメント

等々もされていくのかなと思うんですけ

れども、その観点について、ちょっとご答

弁をいただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 ６点目です。２４ページ、男女共同参画

センターの関連事業についてであります。 
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 大阪人間科学大学の学生と連携し、デー

トＤＶ出前事業を市内の中学校及び高校

で実施していくんだということで、今まで

これに至るまで、すごいさまざまなハード

ルを乗り越えられてつくっていかれたん

だなと高く評価をしているところであり

ます。 

 今ちょっと問題になっております、これ

はデートＤＶ出前事業とあわせて、例えば

ＪＫビジネスについてとか、あるいはリベ

ンジポルノについてとか、それとかスマー

トフォン、ＳＮＳの利用についてなんかを、

この事業に取り入れていかれるんだろう

なと認識しておるんですけども、その観点

からちょっと、この取り組みについてお聞

かせいただきたいと思います。 

 それから、７点目です。女性問題相談事

業であります。 

 今回、第３期摂津市男女共同参画計画ウ

ィズプラン、これが２０２１年度までの取

り組みとして、２０２２年から新たなもの

に生まれかわるということでつくってい

かれると思います。 

 女性があらゆる分野で活躍できる社会

の実現に向けて、この計画を策定していた

だきたいと思うんですけども、その計画の

中、これは第３期ですけども、課題の取り

組みとして挙げられているの一つが、安心

して相談できる体制を充実していきます

ということで、私も非常に大事なことだな

と思っています。 

 男女共同参画センターウィズせっつに

つきましては、平成２２年７月に摂津市駅

前コミュニティプラザ内に移転をさえま

した。 

 私も女性の方から多くご相談いただい

たときに、ウィズせっつのリーフレットを

お渡しして、ここでこういう相談をします

と宣伝をさせていただきまして、多くの方

が利用していただいているんですけども、

やはり例えば若い女性の方なんかは、摂津

市のホームページを見られて、そういった

女性に関しての相談するところはないか

と探されるわけです。 

 そんなときに、ホームページを見ていた

だくと、場面別で探すというところに相談

という項目があります。相談という項目か

ら「人権なんでも相談」へ行ってさらにク

リックしてというふうに入っていかない

と、なかなかウィズせっつまでたどり着け

ないのが現状なのかなと思いますので、例

えばその下のピックアップのところに、そ

ういう女性の方の相談窓口というのを置

いていくということは、非常に大事なこと

だなと思いますけども、その点についてお

聞かせいただきたいなと思います。 

 それからちょっと最後に、予算書の２０

２ページになりますけれども、特別職とい

うことで掲載されておりますけども、その

中のその他の特別職、前年度の人数が１，

３６１名に対して本年度は１，９１０名と

いうことで５４９名、大幅に数字がふえて

いるということで、報酬自体は減額になっ

ておりますけども、その辺の中身について、

ちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 以上で１回目を終わります。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１番目の検診

のご質問に答弁をさせていただきます。 

 職員健康管理事業の中に、職員の健康診

断委託料というのがございまして、これは

定期検診等さまざまな検診を行う委託料

ということで計上させていただいている

ものでございます。 

 ご質問の中にございました地震、台風の
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際に、職員の健康管理をどのようにという

ようなお問いでございましたけれども、大

阪北部地震の際には、たしか一時期に一つ

の部署に業務が集中するというようなこ

とが起こりまして、職員の健康状態も非常

に不安定な状態になったということで記

憶をいたしております。 

 当時、人事課の看護師のほうに、集中し

た部署を中心に、職員の勤務状況の確認と、

それから健康状態の確認ということで、健

康診断とは別に、職場へ出向いて確認を行

ったというようなこともございました。 

 台風のときであるとか現在、対応に当た

っている新型コロナウイルスの感染症対

策の問題なんですが、地震に比べまして、

そこまで時間を拘束されて対応しないと

いけない、そこまではまだ、現状は至って

いないんですけれども、今後、展開によっ

てはどうなるかわからないというような

こともございますので、やはり職員の勤務

状況というのは逐次、確認をして、健康状

態のチェックというのを人事課としても

怠ってはいけないと思ってるところでご

ざいます。 

 それから、三つ目のご質問の働き方改革、

フレックスタイム、サマータイムの関係の

ご質問でございます。 

 ご質問の中にございましたとおり、現状、

新型コロナウイルスの感染拡大防止を目

的に、今、公共交通機関を利用している職

員、この職員を中心に、勤務時間を１時間

早くする、あるいは遅くするというような

ことを期間限定で認めて、現状、取り組ん

でいるというような、これはあくまで目的

は感染拡大防止ということでございまし

て、働き方改革と少し意味合いが異なるん

ですけれども、さかのぼりますと平成２８

年度に一度、試行的に「ゆう活」というの

がございまして、時間を夏の期間１時間、

勤務時間を早めて取り組むということを

２か月ほど実施したことがございます。 

 当時、余暇については非常に有効に使え

たという回答があった一方で、時間外勤務

の短縮も目的として実施をしたわけなん

ですが、ここの部分については少し効果は

出なかったというようなことで、ここ数年

はそのゆう活の部分については見送りと

いうような判断をしているんですけれど

も、新年度につきまして、何かゆう活のよ

うなサマータイム、時差出勤みたいなこと

を、現時点では予定はしておらないんです

けども、新型コロナウイルスの関係の時差

勤務は今後、伸びる可能性もございますの

で、状況を見ながら、働き方改革の考え方

も整理をしながら検討はしてまいりたい

というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 亀谷市長公室参事。 

○亀谷市長公室参事 南野副委員長の１

回目の４個目の質問にご答弁させていた

だきます。 

 ＱＲコードの今後の取り組みとして、例

えばセッピィ号、近鉄バス、公用車などの

掲示について、お答えをさせていただきま

す。 

 副委員長からご提案のＱＲコードの発

展的な活用につきましては、我々広報課と

いたしましても、市のＰＲにつながること

でありましたら、どんどんやっていくべき

と考えております。 

 まずは、市庁舎壁面のＱＲコードを行っ

て、市民や対外的な反応も注視し、効果を

検証し、ＱＲコードの今後の発展的な活用、

公用車への活用を含めて関係各課とも協

議を行って検討してまいりたいと考えて

おります。 
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 以上でございます。 

○野口博委員長 大橋次長。 

○大橋市長公室次長 そうしましたら、鳥

飼のグランドデザインのご質問にご答弁

申し上げます。 

 今回のグランドデザインにつきまして

は、鳥飼の地元の住民の皆さん、それと議

会議員の皆さんのご意見等をしっかり踏

まえて完成させなければならないと考え

ています。 

 それで、具体的な手法、意見聴取等の手

法であったりタイミングというのはこれ

からになるかなとは思うんですけど、考え

られるのは、先ほど答弁させていただきま

したように、まず、将来人口推計の問題を

地元の方々に認識いただくタイミングで

も、当然皆さんの意見を聞くことはできま

すし、担当のチームが現地に行って、人口

の問題以外の諸課題をしっかり認識する

際にも、当然聞くタイミングというのはあ

ると思います。 

 できれば案の前段階の素案のところに

つきましては、素案の完成のタイミングで、

議会の皆さんともできればご議論いただ

きながら、素案のところまでもっていきた

い。その後また案の段階まで行かせて、そ

のときにまた、どういう手法かは考えます

けども適切な手法で、鳥飼にお住いの皆さ

んと意見交換するという手法が今の段階

ではいいのではないかと考えております

けれども、今後、担当チームが設置されて、

その中でしっかりまた検討していきたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 人権女性政策

課にかかわりますＳＮＳを使ったＤＶに

ついて、お答えさせていただきます。 

 委員がご質問にありましたように、社会

的問題である若年層のソーシャルネット

ワークサービスの部分に関しましては、社

会的問題であると私のほうも認識してお

ります。 

 ＳＮＳが相手の行動を監視するための

ツールになっているケースが非常に多い

と聞いております。ＳＮＳの相手が誰とど

こで何をしているのか全部共有するのが

当然という意識の若者が多いことは、ここ

最近の傾向であると思います。 

 こうした行動がデートＤＶに発展しな

いためにも、委員から先ほどお話しいただ

いたように、若年層への啓発が必要である

と考えており、現在、大阪人間科学大学と

連携し、デートＤＶ講座を実施しておりま

す。 

 その講座の中には、今、委員のほうから

お話があったリベンジポルノなどの内容

を入れております。 

 また、今年度につきましては、ＪＫビジ

ネス問題も深刻化していることから、毎年

度、人権女性政策課としては「女性問題シ

リーズ」というリーフレットを作成してお

りますが、若年女性を取り巻く問題である

デジタル性被害に対してのリーフレット

を作成しており、今後も引き続き啓発に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 続きまして、女性問題相談事業の相談体

制のことについて、ご答弁させていただき

ます。 

 ホームページの人権の相談のトップペ

ージでありますピックアップバナーにつ

いての相談の掲示をしたらどうかという

ご指摘をいただいたかと思うんですが、そ

このピックアップバナーに関しましては、

期間限定のものが大半であるのかと私の

ほうでは思っております。 
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 恒常的なものに関しての相談業務に関

しましては、広報課のほうと相談しながら

見せ方に関しては検討していきたいと思

っております。 

 ただ、相談のほうに関しては、ホームペ

ージ上では今お話しさせていただいたと

おりなんですが、人権女性政策課のほうで

名刺サイズの相談機関のカードを作成し

ております。その分を庁内の全部の階の女

性トイレ、あと市内のモノレールの駅の女

性トイレ、ＪＲ千里丘駅の女性トイレにカ

ードを置かせていただいており、救急隊員

の方にも、その名刺サイズのカードをお渡

しさせていただいており、相談機関の連携

につなげております。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、８番目の特別

職のご質問に答弁をさせていただきたい

と思います。 

 この特別職の人数の差が５４９名とい

うことで、これは増減で結果このような形

になっているんですが、次年度にふえる要

因といたしましては、国勢調査を実施予定

でございまして、この指導員、調査員を合

わせますと９００名弱、この中に計上して

いるということで、これがふえる要因とい

うことになってございます。 

 減る要因としましては、昨年の選挙で、

参議院議員通常選挙、それから府知事選挙

等で、投票立会人の方が、これも二つ合わ

せますと２５０名ほどなんですけども、こ

れが減る要因ということで、大きな要素と

してはこの２点かなと思っております。 

○野口博委員長 南野副委員長。 

○南野直司委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 １点目の職員の方の健康管理について、

課長からご答弁をいただきました。 

 ちょうど一昨年、大阪北部地震、そして

台風２１号が発生したときは、私も地域の

瓦れきということで、瓦等々、リサイクル

プラザへお持ちしたこともありました。そ

のときは本当に埃まみれの中、リサイクル

プラザの職員の方が働いておられて、やっ

ぱり健康被害もちょっと気になるなとい

う思いがありまして、ちょっと今回、ご質

問をさせていただいたわけであります。 

 新型コロナウイルスに関しましても、庁

舎に関しては、下のロビーを入ったところ

にアルコールの消毒液を置いていただい

ておりますけども、女性の方に受付員とし

ても立っていただいてますけども、積極的

に「消毒してくださいね」とお声をかけて

いくことも職員の健康管理を守っていく

という観点から、私は大事なことだなと思

いました。 

 あらゆる角度から職員の方の健康管理

を、また今後におきましても進めていただ

きますよう要望としておきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それから、人件費事業の中で、働き方改

革、完全フレックス制タイムの導入等々に

関して、課長からご答弁をいただきました。 

 摂津市も今後におきまして、さまざま取

り組んでいかれると思いますけども、一つ

はやはり市民サービスの向上という観点

から、それがもちろん低下しないようにさ

まざま取り組んでいただいていると思い

ますけども、それを土台にとか、していた

だきたいなと思いますので、よろしくお願

いします。これも要望としておきます。 

 それから、シティプロモーションの観点

からの移動ＱＲコードということで、公用

車、あるいは市内を走るバスにステッカー

を貼るなどして掲示していただけないか
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ということでご検討していただけるとい

うことなので、今後、予算も必要ですし、

いろんなやりとりも必要やと思いますけ

ども、どうかよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 他府県からトラックなんかで来られて、

そのステッカーを見られたら、やはり摂津

市というのはすばらしいところなんだな

と感じていただけるでしょうし、どうかよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それともう一つは、例えば中央環状線、

守口市から鳥飼大橋を渡ってきたところ

に、そういう可能でしたら「摂津市」とい

う看板、以前、一般質問もさせていただき

ましたけど、そういうのに何かひっつけら

れないかなと。 

 例えば、大阪市から別府のほうに入って

きたところには別府公園がありますし、こ

んなところにそういった摂津市のシティ

プロモーションとして宣伝していくＱＲ

コードを設置できないか。 

 安威川以南ばっかりですけど、高槻市の

柱本のほうから摂津市に入ってきた旧鳥

飼高校のところに、そういう公共サインを

掲示できないかと思いますので、どうかそ

ういうことも視野に入れて、どんどん摂津

市のすばらしさを全国に発信していく取

り組みを進めていただきますよう、よろし

くお願いいたします。要望としておきます。 

 それから、鳥飼のまちづくりグランドデ

ザインについて、次長からご答弁をいただ

きました。 

 市民の方のご意見をしっかりと取り入

れていただきながら、協働でまちづくりを

進めていくということは、本当に私自身も

大事なことやなと思いますので、どうかよ

ろしくお願いいたします。 

 先週の委員会でもご提案させていただ

いたんですけれども、まちづくりですから、

いろんなコンセプトといいますか方針と

いうのが出てくると思うんですけども、ど

うかその中には、子育てという部分を、ぜ

ひ鳥飼のまちづくりの中にやっぱり取り

入れていただきたいなと思います。 

 例えばキーワードは第２児童センター

であったり、ＦＭ担当と連携をとっていた

だきながら入れていただきたいと。 

 それから、もう一つは、先週の委員会で

ご提案させていただきましたけど、公園で

す。１７の立派な公園が鳥飼地域にはあり

まして、どうか子どもたちがワークショッ

プを開いて、子どもたちの手づくりの、例

えばですけども公園をつくっていただき

たいなと。この公園はボール遊びができる。

この公園は物すごい遊具が充実している

んだ。僕らが要望して置いていただいたん

だ。そういう子どもたちが元気なところは

他市からもどんどん遊びに来られますし、

近くに遊具が、充実した公園があれば、遠

くからも来られると私自身は認識してお

りますので、そういうことを視野に入れて

いただいて、まちづくりを進めていただけ

ますよう、よろしくお願いいたします。要

望としておきます。 

 それから、６点目のデートＤＶについて、

さまざまご検討いただいているんだなと

思いました。どうか大阪人間科学大学と連

携を図っていただきまして、取り組んでい

ただけますよう、要望としておきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それから、７点目の男女共同参画センタ

ーウィズの宣伝をしてほしいということ

で、やはりいろいろ、さまざま取り組んで

いただいていると思いますけれども、多く

の方がやっぱりスマートフォン等々でそ

ういう相談場所はないかと探しておられ
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るのが現状であります。 

 もちろん市役所に相談をかけてこられ

たら、人権女性政策課が対応していただい

ていると思いますけども、駅前でしたら行

きやすいですし、女性の方が丁寧に対応し

てくださいますし、弁護士の方のご相談も

ありますし、どうか広報課と連携をとって

いただいて、ホームページ上で１クリック、

２クリックぐらいで相談の体制が見れる、

まずは電話してくださいという部分が見

れるように、どうか今後、検討していただ

きますよう、よろしくお願いをいたします。 

 それから最後に、その他の特別職という

ことで人数が大幅にという部分について、

わかりました。課長からご答弁いただきま

した。ありがとうございます。 

 この際、もう全て要望ですから、最後に

市長公室長にご答弁いただきたいなと思

うんですけれども、一つは安威川以北のま

ちづくりにつきましては、本当にもう健都

のまちづくりも、それから阪急京都線連続

立体交差事業であったりＪＲ千里丘駅西

口のまちづくりもありますけど、ある程度、

方向性というのは見えてきまして、次に鳥

飼のまちづくり、光が当たってきたと、本

当にすばらしいことだなと僕は思ってい

ます。 

 第４次総合計画の中でも、「みんなが育

むつながりのまち摂津」ということで、ま

ちづくりの将来像が掲げてありますけど

も、この鳥飼のまちづくりに対するグラン

ドデザイン、まちづくりに対する市長公室

長の思い、それからもう一つは、欲張りで

申しわけないですけども、摂津市の魅力を

全国に発信していくんだという、このシテ

ィプロモーションの観点からの市長公室

長の思い、人口ビジョン、あるいは総合戦

略、定住促進、市外の方が摂津市に住んで

いただくその思いで、ちょっと市長公室長

から最後にご答弁をいただけたらありが

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 以上で質問を終わります。 

○野口博委員長 山本市長公室長。 

○山本市長公室長 鳥飼のグランドデザ

インとシティプロモーション、魅力発信と

いうご質問でございます。 

 委員のほうからもございましたように、

来年度、鳥飼のグランドデザインをつくっ

ていくということがスタートいたします。

また、シティプロモーションにおきまして

も、今年度中に戦略が完成いたしまして、

その戦略に基づいて来年度以降、摂津市と

していろいろ打って出るという年でござ

います。鳥飼のグランドデザインにつきま

しても打って出ていくと。また、魅力発信

についても打って出ていくということで

ございます。 

 双方とも担当が市長公室ということで

ございますので、全職員にＰＲする、また

市民の方々に摂津市のいいところをＰＲ

していただく。議員の皆様方にもＰＲして

いただくという、この視点は委員の皆様と

我々とかわりないと思います。 

 そのことをやはり市内でリードしてい

くのは市長公室が、担当として持っており

ますので、双方の事業とも市長公室が中心

になり、庁内全体で取り組んでいけたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○野口博委員長 以上で質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩いたします。 

（午後３時５２分 休憩） 

（午後３時５３分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 議案第５号の審査を行います。 
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 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 次に、議案第２１号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、議案第２１号

の質問をさせていただきます。 

 こちらの提案理由につきましては、市地

域防災計画の改定に伴い、本条例を制定す

るものであると書かれておりますけども、

改めて一度、提案理由について詳細をご説

明いただければと思います。 

 以上です。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、２１号、災害

対策本部条例について、改定の理由をご説

明いたします。 

 改定は、全て文言の整理でございます。

具体的には２点ございます。 

 まず１点目、現行の条例の第２条につき

まして、ほとんど多くの部分を削除してお

ります。これにつきましては、国の法律で

ございます災害対策基本法に同じ内容が

規定されております。既に法律で規定され

ている部分につきましては、条例で二度書

きしないとの考え方に基づきまして、条例

との重複部分を削除するものでございま

す。 

 また、２点目なんですけれども、改定案

の第３条といたしまして、新たに規定する

部分を入れております。この部分につきま

しては、国が示している条例（例）、いわ

ゆる準則で盛り込まれております部分で、

本市についても既に実施している内容で

ございましたが、地域防災計画の改定作業

中に条例に記載がないことがわかりまし

たので、今回新たに追加させていただくも

のでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 地域防災計画の改定に

伴い、あわせて国の法律にも合わせて修正

するというところで認識をいたしました。

まさにこの地域防災計画の修正との一対

であると、理解いたしました。 

 この災害対策本部条例、まさしく地域防

災計画の修正につきましては、いろいろと

これまでも議論が多々ございましたけど

も、最終的には理事者と一枚岩となって実

現に至ったと思っております。 

 これについては市長のリーダーシップ、

そしてまた副市長の全般にわたる指導・助

言と、そして市長公室長の人事体制での取

り組み、当然ながら総務部長のみずからの

経験をもとに強く推進されたというとこ

ろが、この修正、そしてこの条例の改定に

つながったというところで高く評価をす

るわけでございます。 

 その中で、もう少し改めてこれらの修正

の意義について、ぜひ説明を、全体を踏ま

えていただければなと思います。これにつ

いては総務部長の答弁でお願いします。 

○野口博委員長 井口総務部長。 

○井口総務部長 お答えいたします。 

 地域防災計画の改訂を今回行いました

けれども、これの意義ということでござい

ます。 

 私なりに振り返ってみますと、今回の地

域防災計画の改訂作業の目的といたしま

しては大きく二つございます。 

 一つ目は、平成２７年度以降に改正され
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ました法律ですとか、国・府の計画をきっ

ちりと反映させること。二つ目は、一昨年

の大阪北部地震と台風２１号を経験して

明らかとなりました諸課題への対応策を

計画に盛り込むことでございます。 

 特にこの二つ目の災害対策につきまし

ては、全庁的に振り返り検証を行いました

けれども、有事の際にとるべき行動を職員

一人一人がしっかりと把握できていたか。

また、備蓄品は十分であったか。関係機関

との連携は図れていたのか。市民向けの災

害情報や支援制度の周知は行き届いてい

たのかなど、さまざまな課題に対してどの

ような対策を講じていくべきか、各班から

の意見を取りまとめ、災害対策本部の調整

会議でも協議を重ねてまいりました。 

 また、改定作業そのものを外部委託せず

に、職員自らの手で仕上げてまいりました。

その結果、時間は大変かかりましたけれど

も、市の災害特性というものをしっかり捉

えることができ、今後の災害対応に必ずや

生かされるものであると感じております。 

 これからも時機を逸することなく、自分

たちの手で地域防災計画の改定を重ねて

いくことで、市の防災力の向上につながっ

ていくのではないかと考えております。 

 今回の改訂がより実りあるものになる

ように、最後まで力を尽くしていきたいと

思います。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 本当にこの件につきましては、総務部長

を初め、また防災管財課の皆さん方も全力

で取り組まれたということで、高く評価を

いたします。 

 ぜひ引き続き、これは一つの結節でござ

いますけども、先ほど部長が言われたとお

り、この計画についても条例についても、

常に進化をしていただき、まちごと・丸ご

と防災体制の構築、そして市民の安全・安

心のまちづくりに取り組んでいただけれ

ばと思います。要望になります。 

 以上です。 

○野口博委員長 ほかに質疑ございませ

んか。いいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 以上で質疑を終わりま

す。 

 次に、議案第２９号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 １点だけ確認の上です

けども、この市営住宅の入居の際の保証人

を不要とするためのというところで、その

経緯について、背景をお聞かせください。 

 以上です。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 ご質問にお答えい

たします。 

 保証人を廃止することになった経緯で

ございますが、昨今、独居老人の増加など

身寄りがないために保証人を見つけたく

ても見つけられないという方が非常にふ

えている状態でございます。 

 そのような中、いわゆる市営住宅は住宅

のセーフティーネットでございます。この

ような公営住宅において、保証人が確保で

きないから入居できませんよ。これはもう

絶対に許されるものではないと考えてお

ります。 

 そのようなことから、今回、保証人の部

分を廃止させていただく改訂をお願いす

るものでございます。 
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 また、直接のこのタイミングということ

なんですけども、きっかけといたしまして

は、国が各市町村に示しています公営住宅

管理標準条例（例）、いわゆる準則の中で、

保証人の部分が削除されたということで、

これを機に廃止するものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 確かにおっしゃるとお

り、生涯独身の方がふえているという中で、

まさに身寄りのない方がふえていく、保証

人がどうしても得られないという方がふ

えていくというのは、今後の社会的な傾向

かなと思っております。 

 その点、このように国に合わせて改訂し

たということでは評価をいたします。 

 以上です。 

○野口博委員長 ほかに質疑。 

 弘委員。 

○弘豊委員 私のほうからは、この第２９

号の改正は前向きな改正だと理解してい

るんですけれども、これまで摂津市の市営

住宅を希望されている方で、やはり保証人

がいないということで入居を断られてい

る、そういうケースというのを、実際問題

どの程度、把握されているのかというよう

なことを聞いておきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 市営住宅は、空きま

したら公募を年に１回ないし２回程度、今

まで平均したら行っていたんですけれど

も、抽せん会を行って当選された方で、保

証人がないのでどうしても入れないとい

う方は実際おられませんでした。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 弘委員。 

○弘豊委員 抽せんまでされて当たった

後に保証人がないというような、そういう

方はいらっしゃらなかったということな

んですけれども、そもそも市営住宅の応募

の際には、市役所の防災管財課のほうに入

居の申し込みを提出しに来るわけですよ

ね。そこで一定、審査じゃないですけども、

そういうことを説明なんかもされるかと

思うんですけれども、そういう段階で、実

は保証人がないんですけれどもというよ

うなことで申し込みに来られたけども、や

っぱりそれは受け取れませんとかいうこ

とはなかったのかというようなことで、も

う一度。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 市営住宅保証人の

要件といたしましては、摂津市に限定せず

に、ほかの自治体でも大丈夫です。なおか

つ、申し込まれる方よりも収入が多いこと。

または不動産を持っておられる方、こうい

う要件なんですけども、その中で我々がお

話を聞かせていただいている限り、保証人

がないんですけど申し込みできますかと

いうお問い合わせは、今のところはないで

す。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 弘委員。 

○弘豊委員 今回、国のほうでこういった

形で法の改正が進められてきている背景

の中には、やっぱり一定数、保証人がない

ようなことで、新たな住宅に転居できない

方がいらっしゃるという認識の下だと思

うんですよ。 

 私もいろいろと引っ越しの関係で市民

の方から相談を受けることがあるんです

けれども、その際に、やっぱりなかなか保

証人がなくてということをおっしゃる方

がいらっしゃいます。 

 大家や不動産屋、そういったところの話
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の中で、保証人がないけれどもというよう

なことで入居を認めてもらっているケー

スというのは結構あると認識しているん

です。それが公共の市営住宅、府営の住宅

もそうですけれども、これまでは要件とし

て保証人がないとあかんということ、だか

ら、そういう入居の要件であるものだから

応募ができなかったというような人もい

ると、やっぱり思っておいていただきたい

と思うのと、やはりそう思うと、公営住宅

を希望するけれども応募をされてなかっ

た、そういう方々、そういう需要というの

も今後やっぱり出てくるのかなというこ

とを思えば、これまでにも市営住宅、なか

なか戸数をふやすのは難しいというよう

なことをおっしゃっていたと思うんです

けれども、改めて今、住宅に困っている方

たちは大勢いらっしゃる。一昨年の災害の

際に転居をされた方が、緊急で転居された

んだけれども、そこの転居先もまたやっぱ

り大家から立ち退きで動かないといけな

いというケースが今、来ていたりもするん

です。 

 そういったことからしたら、民間住宅の

ほうの、そういう状況、転居先がなかなか

見つからないと、それでもやっぱり古い木

造の借家なんかは、どんどんともうなくな

っていっているから、今後、移り変わろう

としたら、鉄筋の住宅だったり、もう狭い

狭いワンルームだったりとか、そうならざ

るを得ないような人たちが、公営の住宅も

望まれているということも、ぜひ加味して

いただいて、今後の参考にしてください。

よろしくお願いいたします。 

○野口博委員長 ほかに質疑はあります

か。 

 南野副委員長。 

○南野直司委員 今回、市営住宅への入居

の際の保証人を不要とするという条例制

定であります。多くの方がこれで安心して

申し込みできるのかなと評価させていた

だいているわけですけども、入るときは例

えばご夫婦で入られて、何らかで例えば奥

さんがお亡くなりになられ、ご主人だけ独

居で暮らしておられて、例えば緊急事態が

発生したときなんか、おうちの中で倒れて

おられたとき、保証人はいいですよという

ことなんですけども、緊急連絡先等々、書

いていただいていると思うんですけども、

そういう取り組みはどうでしょうか。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 緊急連絡先につい

て、ご答弁申し上げます。 

 まず、市営住宅は今までは保証人が必要

だったんですけども、その方とはまた別に、

必ず緊急連絡先の届出書、これを出してい

ただいてます。 

 入居時に出してもらうのと、それから、

その後、毎年毎年、家賃更新がございます。

家賃更新ごとに必ず緊急連絡先の届出書

を頂戴しております。 

 特に、本当に緊急のとき最後の命綱にな

る場合もありますから、固定電話とあわせ

て携帯電話もあれば、必ずお願いしますよ

ということで、毎年、必ず頂戴しておりま

す。 

 実際、それが生かされたというケースも

過去ございましたので、これからもしっか

りと頂戴してまいりたいと考えています。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 以上で質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩いたします。 

（午後４時 ９分 休憩） 

（午後４時１０分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 
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 続いて、議案第２３号所幹部の審査を行

います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 次に、議案第２４号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後４時１０分 休憩） 

（午後４時１１分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

次に、議案第２５号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 確認の上なんですけど

も、こちらは会計年度任用職員制度の導入

に伴いというところで、職員等の服務の宣

誓に関することとリンクをさせていると

いうことなんですけども、これについては

どのようなものか、説明いただければと思

います。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

ただいまの質問に答弁をさせていただき

ます。 

 服務の宣誓につきましては、地方公務員

法で位置づけがなされておりまして、本市

は条例でこの定めをしているところなん

ですが、新たに職員になる場合に、この宣

誓を行った上で職務についていただくと、

そのようなことになってございます。 

 今回の改正につきましては、会計年度任

用職員の制度が４月に導入をされるとい

うことでございまして、改正をせずにいき

ますと、会計年度任用職員の方は毎年４月

に服務の宣誓をしないといけないという

ような、そういう条例の書き込みになって

いるということがございまして、少しこの

部分は柔軟に対応するべきではないかと

いうことで、会計年度任用職員については、

別の定めをすることができるような規定

を設けると、そういうことでご理解いただ

けたらと思ってございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ちょっと今のことを聞

いていたら余計にわからなくなりました

が、最初、職員はこういう宣誓書を書くん

ですね、宣誓書。「私はここに主権の国民

に」どうする、どうのこうのとあって「公

務員の職務に執行することをかたく誓い

ます」と。これを書く前において、職員に

その職務を行わせると、これを書いてない

のに職務、今の話やったら、多年度にわた

って次の年も、前に書いたからもういいで

すよということに聞こえましたけど、この

文面やったら一遍も書いてなくても仕事

に携わることができますよと読めるんで

すけど、ちょっとその辺の整理を。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 少し説明が足りており

ませんで、失礼いたしました。 

 今回の改正で想定をしておりますのは、

当初、入職時にはこの服務の宣誓を行って

いただくことは当然ながら想定をいたし

ております。 

 結果として、翌年度、新たな任用という

ことで、今でいう更新というような形で、
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年度をまたがって任用される方というの

が実際には出てくるだろうと想定するわ

けなんですが、そういう方々において、毎

年度、出していただく必要があるかどうか

という部分において、少し別段の定めをす

ることができればということで今回改正

をしているところでございます。 

 イメージとしましては、今、本市におい

ては３年までは一つの試験で勤務成績が

良好であれば更新をするような制度とい

うことになってございますので、その３年

の間は一度、当初に服務の宣誓をしていた

だくということで担保していこうという

ことで考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 以上で質疑を終わりま

す。 

 次に、議案第２６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 次に、議案第２７号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後４時１４分 休憩） 

（午後４時１５分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 議案第２８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を求めます。 

 明原消防長。 

○明原消防長 議案第２８号、摂津市手数

料条例の一部を改正する条例制定の件に

つきまして、補足説明を申し上げます。 

 なお、議案参考資料、条例関係３５ペー

ジから３７ページに新旧対照表を記載い

たしておりますので、あわせてご参照をお

願いいたします。 

 今回の改正は、地方公共団体の手数料の

標準に関する政令の一部を改正する政令

の公布に伴い、本市手数料条例に規定する

高圧ガスボンベの検査手数料に係る区分

について改正いたすものでございます。 

 同政令の改正につきましては、エネルギ

ー分野における水素社会の発展が叫ばれ

る中、従前、圧縮水素を使った燃料電池車

は一般自動車が主であったものを、今後、

フォークリフト等の産業車両の分野にも

拡充を目指す国等の動きが背景にござい

ます。 

 現在、燃料電池自動車の燃料装置用とし

て、圧縮水素を充てんするための容器は繊

維強化プラスチック複合容器に限定され

ており、これは一般自動車への搭載に有利

な軽量容器であります。 

 一方で、車体の安定性が求められるフォ

ークリフト等の産業車両においては重量

があり、また、廉価である鋼製の容器のほ

うが利点を有するところでありますが、従

前この容器の技術上の基準は存在いたし

ませんでした。 

 このため、実証実験が重ねられ、平成３

１年３月、鋼製容器の技術的基準を定めた

圧縮水素自動車燃料装置用容器の技術基

準が新たに策定され、これらを踏まえ今般、

関係省令等の改正がされたところであり

ます。 

 それでは、本条例の改正条文につきまし

て、ご説明を申し上げます。 

 高圧ガスの保安に関する事務の表に、圧

縮水素自動車燃料装置用容器を加えるた
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め、第２条第１号の表、キの項中、または

圧縮天然ガス自動車燃料装置用容器を圧

縮天然ガス自動車燃料装置用容器または

圧縮水素自動車燃料装置用容器に改める

ものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和２

年４月１日から施行いたすものでござい

ます。 

 以上、議案第２８号、摂津市手数料条例

の一部を改正する条例制定の件の補足説

明とさせていただきます。 

○野口博委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後４時１８分 休憩） 

（午後４時２２分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 討論なしと認め、採決に

入ります。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 賛成多数。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第５号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第９号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２１号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２３号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２４号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２５号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２６号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２７号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２９号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 
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（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。お疲れさまでした 

（午後４時２４分 休憩） 

（午後４時２５分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について、協議をさせていただきます。 

 令和２年度、委員会行政視察を実施する

ことに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定いたします。 

 次に、視察事項、視察先、視察日程等に

ついて協議をいただきますが、新型コロナ

ウイルス感染症について、現在も全国で感

染者が増加しており、終息の兆しが見えな

い状況です。 

 このような中、常任委員会の行政視察に

ついても、本市や視察先の状況によっては、

例年どおり５月の日程で実施できないこ

とも想定されます。 

 つきましては、本日は現時点での案とし

て協議・決定いただきますが、今後の状況

次第では、閉会中に本委員会を開催し、視

察日程等の変更を協議してまいりたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、委員会行政視察についてです

が、この件につきましては、先進事例等の

情報収集を行うとともに日程を調整させ

ていただいた内容をもって、案としてまと

めましたので、ご提案させていただきます。 

 日程は５月２１日木曜日から５月２２

日金曜日ということです。 

 視察市は、広島県廿日市市及び岡山県総

社市です。 

 廿日市市は、人口約１１万７，０００人。

こちらでは宮島口地区まちづくりグラン

ドデザインについて視察を行います。 

 廿日市市では、宮島口地区まちづくりグ

ランドデザインを平成２８年３月に策定

し、市民、民間事業者、行政がその目的を

共有するとともに、それぞれが連携しなが

らまちづくりの取り組みを推進されてい

ます。 

 地域構造特性を踏まえた上で、特性を生

かしながら、まち全体の最適化を目指して

各種施策や方向性を示す取り組み事例に

ついて、視察を行います。 

 また、総社市は、人口約６万９，０００

人。こちらでは平成３０年７月豪雨災害の

対応について視察を行います。 

 総社市では、未曾有の大災害となった平

成３０年７月豪雨により、河川の氾濫や土

砂崩れ、アルミニウム工場の爆発事故等で

市内の複数の地区で多くの甚大な被害が

発生いたしました。 

 そのような中、意見交換会などを通して、

行政と市民とが課題を共有し、それぞれの

強みを生かす役割分担のもと、一丸となっ

て復旧・復興に取り組まれてきた事例につ

いて視察を行います。 

 以上のような提案をさせていただきま

したが、委員の皆さんのご意見をお伺いし

たいと思います。どうでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 それでは、そのように決

定いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午後４時２８分 休憩） 

（午後４時３３分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 それでは、廿日市市において「宮島口地

区まちづくりグランドデザインについて」、

総社市において「平成３０年７月豪雨災害
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の対応について」の視察を行いたいと思い

ます。 

 本委員会の視察につきましては、以上の

とおり実施することにいたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 なお、常任委員会の所管事項に関する事

務調査については、本会議最終日において、

閉会中に調査することが諮られます。本委

員会の所管事項については、「行財政運営

について」「防災行政について」「人権行政

について」「消防行政について」「都市計画

行政について」「土木行政について」を、

令和３年３月３１日まで閉会中に調査す

ることにしたく思いますが、異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定いたします。 

 以上で、本委員会を閉会いたします。 

（午後４時３４分 閉会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 総務建設常任委員長 野口  博 

 

 

 総務建設常任委員 南野 直司 


